
２
０
２
１
年

９
月
、
全
国
51

の
各
保
険
医
協

会
・
医
会
で
無

作
為
抽
出
し
た

８
６
５
９
名
を

調
査
客
体
と
す
る
「
開
業
医
の

実
態
・
意
識
基
礎
調
査
」
が
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
、
女
性

歯
科
医
師
の
「
二
重
負
担
」
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
▼
夫

婦
と
も
歯
科
医
師
の
場
合
の
平

日
の
家
事
育
児
介
護
時
間
は
、

男
性
は
「
０
～
30
分
未
満
」
が

34
・
２
％
で
最
多
、
女
性
は

「
２
～
４
時
間
未
満
」
が
39
・

３
％
で
最
多
と
、
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
歯
科
医

師
の
実
労
働
時
間
の
男
女
差
が

ほ
と
ん
ど
な
い
現
在
、
家
事
等

時
間
と
仕
事
時
間
を
合
計
す
る

と
、
女
性
に
よ
り
多
く
の
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
▼

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
女
性

歯
科
医
師
は
過
酷
な
仕
事
と
家

事
労
働
の
二
重
負
担
に
耐
え
る

か
、「
男
性
並
み
の
仕
事
が
で

き
な
い
」
と
い
う
評
価
に
甘
ん

じ
る
か
、
悪
し
き
二
者
択
一
に

な
っ
て
し
ま
う
▼
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
の
国
際
比
較
で
は
、
男
性
の

家
事
等
労
働
時
間
が
多
い
ほ
う

が
、
働
き
や
す
い
環
境
と
な
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
▼
男
女

と
も
平
等
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
医
療
現
場
の
実
現
を
目
指
し
、

根
強
い
性
別
役
割
分
業
意
識
の

解
消
が
求
め
ら
れ
る
。（
美
）

News　View

疑義解釈
２２年度診療報酬

会員が見た診療報酬
　DXの視点から見た診療報酬改定
　私から見た歯科訪問診療の実態と診療報酬改定

会員寄稿
　米国の人手不足　トヨタの賃上げ　そして歯科は？

５月　金パラが引き上げに
　― 銀合金、メタルコアおよび 14Kも改定―

症例研究
　CAD/CAMインレーの新設

経営・税務相談Q＆A　No.392
　「パワーハラスメント防止措置」の義務化

映画「ツユクサ」監督

©2022「ツユクサ」製作委員会

前東京都中央区保健所長
社会保険診療報酬支払基金理事

東洋経済新報社
編集局報道部記者

第
３
回
新
点
数
説
明
会
を
開
催

第
３
回
新
点
数
説
明
会
を
開
催

東 京 歯 科 保 険 医 協 会

2022 年６月 19日（日曜日）
午後２時 30分～６時 00分

定期総会：午後２時 30分～４時 15分
記念講演：午後４時 30分～６時 00分

中野サンプラザ コスモルーム
東京都中野区中野４-１-１　中野サンプラザ 13 階

ＪＲ中央線・総武線、地下鉄東西線
「中野駅」北口より徒歩５分

第１号議案　2021 年度活動報告の承認を求める件
第２号議案　2021 年度決算報告の承認を求める件付・会計監査報告
第３号議案　役員の件（顧問の承認）   
第４号議案　2022 年度活動計画案の件
第５号議案　2022 年度予算案の件
第６号議案　選挙管理委員承認の件
第７号議案　決議採択の件

　第 50 回定期総会を下記の通り開催いたします。ぜひご出席くださいま
すようお願い申し上げます。５月初旬にお手元へご案内ハガキが届きます
ので、出欠席をお選びいただきご返送ください。なお、ご欠席の場合は、
議決委任状としての取り扱いとなります。

　※定期総会後の懇親会は、新型コロナウイルス感染症の影響により昨年同様に開催を中止とさせてい
　　ただきます。
　※今後の感染拡大状況によって、定期総会の開催・運営に関して大きな変化が生じる場合は、当協会
　　ホームページもしくはデンタルブック等でお知らせいたします。

 

在
宅
歯
科
医
療
の
改
定
内
容
に
限
定

　
協
会
は
４
月
20
日
、
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
で
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
第
３
回
新
点
数

説
明
会
を
開
催
し
、
１
４
５
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
第
１
・
２
回
は
外
来
診
療
を
中
心
と
し
た
説
明
会

だ
っ
た
が
、
第
３
回
は
今
次
改
定
内
容
の
中
で
も
、
特
に
在
宅
歯
科
医
療
に
的
を
絞
っ
た
点
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
。
在
宅
歯
科
医
療
に
関
す
る
内
容
解
説
は
橋
本
健
一
地
域
医
療
部
担
当
理
事
が
行
い
、
症

例
解
説
は
池
川
裕
子
地
域
医
療
部
員
が
担
当
し
た
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
本
橋
昌
宏
地
域
医
療
部

担
当
理
事
が
説
明
を
加
え
た
。

歯
援
診
の
施
設
基
準
や
通
信
画
像
情
報
活
用
加
算
な
ど
解
説

　
在
宅
歯
科
医
療
の
重
点

　
は
じ
め
に
、
在
宅
歯
科
医
療

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
橋
本
理

事
が
、
①
20
分
未
満
の
歯
科
訪

問
診
療
料
の
変
更
、
②
歯
科
訪

問
診
療
補
助
加
算
の
算
定
方
法

の
変
更
、
③
通
信
画
像
情
報
活

用
加
算
の
新
設
、
④
歯
援
診
１

と
歯
援
診
２
の
施
設
基
準
要
件

の
変
更
、
⑤
在
宅
総
合
医
療
管

理
加
算
の
施
設
基
準
の
廃

止
、
⑥
在
宅
総
合
医
療
管
理
加

算
の
対
象
患
者
の
拡
大
、
⑦
小

児
在
宅
患
者
訪
問
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
管
理
料
の

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
、
⑧
口

腔
細
菌
定
量
検
査
の
新
設
―
の

５
大
項
目
を
中
心
に
説
明
し

た
。

　
４
症
例
中
心
に
解
説

　
続
い
て
、
症
例
解
説
に
立
っ

た
池
川
部
員
は
、
特
に
①
口
腔

細
菌
定
量
検
査
、
②
訪
問
診
療

時
の
通
信
画
像
情
報
活
用
加

算
、
③
在
宅
総
合
医
療
管
理
加

算
の
施
設
基
準
の
廃
止
と
対
象

疾
患
の
追
加
、
④
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
２
を
届
け
出
る

と
算
定
で
き
る
点
数
の
症
例
―

の
４
大
項
目
に
着
目
し
、
解
説

し
た
。
ま
た
、
最
後
の
質
疑
応

答
で
は
、
新
設
さ
れ
た
通
信
画

像
情
報
活
用
加
算
や
口
腔
細
菌

定
量
検
査
に
関
す
る
質
問
が
多

く
出
さ
れ
、
本
橋
理
事
が
丁
寧

に
回
答
し
た
。

会場の「なかのZERO大ホール」の模様。新型コロナウイルス感
染対策には厳重に配慮。定員数、ソーシャルディスタンスに注
意した場内配置とした

 

第
４
回 

新
点
数
説
明
会

保
険
請
求
時
の
留
意
点
を
指
摘

　
協
会
は
４
月
26
日
、
第
４
回

新
点
数
説
明
会
を
な
か
の
Ｚ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　
今
回
、
保
険
請
求
時
の
留
意

点
を
解
説
し
た
島
倉
洋
造
社
保

・
学
術
部
員
は
、
会
員
か
ら
相

談
が
多
い
内
容
と
し
て
、
①
歯

初
診
の
新
し
い
研
修
の
受
講
、

②
総
合
医
療
管
理
加
算
、
③
初

期
の
根
面
う
蝕
に
対
す
る
フ
ッ

化
物
歯
面
塗
布
処
置
、
④
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
な
ど
が

多
い
と
説
明
し
、
各
項
目
の
留

意
点
を
解
説
し
た
。
こ
の
う
ち

総
合
医
療
管
理
加
算
に
関
し
て

は
、「
ど
の
よ
う
に
医
科
の
主

治
医
か
ら
依
頼
の
文
書
を
も
ら

え
ば
よ
い
の
か
」
と
の
趣
旨
の

相
談
が
多
い
こ
と
を
紹
介

し
、
診
療
情
報
連
携
共
有
料
の

活
用
を
促
し
た
。

　
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
の
記
載
要

領
に
関
し
て
は
、
初
期
の
根
面

う
蝕
に
対
す
る
フ
ッ
化
物
歯
面

塗
布
処
置
に
お
い
て
「
初
期
の

根
面
う
蝕
」
ま
た
は
「
根
Ｃ
」

病
名
と
す
る
必
要
が
あ
る
点
、

口
腔
細
菌
定
量
検
査
に
お
け
る

病
名
は
「
口
腔
バ
イ
オ
フ
ィ
ル

ム
感
染
症
」
と
し
て
、
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
を
算
定
す
る
際
に
は
歯

式
の
記
載
も
必
要
で
あ
る
と
と

も
に
、「
摘
要
」
欄
に
「
口
菌

検
」
の
記
載
が
必
要
な
点
を
挙

げ
た
。

　
さ
ら
に
、
本
年
10
月
か
ら
一

部
の
75
歳
以
上
の
患
者
の
負
担

割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
10

月
か
ら
「
特
記
事
項
」
欄
の
記

載
も
一
部
変
更
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
点
へ
の
注
意
も
促
し
た
。

　
歯
科
用
貴
金
属
の
随
時
改
定

に
つ
い
て
は
、
５
月
に
緊
急
改

定
が
行
わ
れ
、
歯
科
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
に
加
え
て
銀
合

金
、
メ
タ
ル
コ
ア
お
よ
び
14
Ｋ

も
改
定
さ
れ
る
た
め
、
請
求
時

で
の
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　
一
方
、
症
例
を
基
に
解
説
を

行
っ
た
岡
田
尚
彦
社
保
・
学
術

部
担
当
理
事
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
、
総
合
医
療
管

理
加
算
、
初
期
の
根
面
う
蝕
に

対
す
る
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
処

置
な
ど
を
解
説
し
た
。
質
問
が

多
い
項
目
と
し
て
、
臼
歯
部
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
を

挙
げ
、
複
雑
窩
洞
が
対
象
で
あ

る
点
、
お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
と
同
様
に
歯
科
用
金
属
ア

レ
ル
ギ
ー
が
な
い
患
者
に
お
い

て
大
臼
歯
に
用
い
る
場
合
は
７

番
が
す
べ
て
残
存
し
て
い
る
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
点
に

注
意
が
必
要
と
強
調
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
と
初
期
の
根
面

う
蝕
に
対
す
る
フ
ッ
化
物
歯
面

処
置
は
併
算
定
で
き
る
こ
と
に

も
言
及
し
た
。

第３回講演の模様は４月２５日（月曜日）頃から、
また第４回講演の模様は５月２日（月曜日）頃か
ら動画配信（オンデマンド配信）を行っています。
当日参加できなかった方、内容を再確認されたい
方は、デンタルブックよりご視聴ください。

講演の模様はオンデマンド配信中

（ 1） 第６２６号 ２０２２年（令和４年）５月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

＜傷病名部位欄＞

・ 初期の根面う蝕に罹患している患者においては、 「初期の

根面う蝕」 又は 「根Ｃ」 と記載する。

・ 口腔細菌定量検査においては、 歯式を記載し、 「口腔バイ

オフィルム感染症」 と記載する。 ただし、 無歯顎患者等の

場合であって、 口腔細菌定量検査に基づくスケーリングを

実施する予定のない場合に関しては、 歯式の記載は不要

とする。

＜X線検査欄＞

・ 口腔細菌定量検査においては、 １回目は 「菌検」 の項の

左欄に点数を記載し、 ２回以上行った場合は、 ２回目以後

の検査は右欄に点数及び回数を記載する。

・ 歯科部分パノラマ断層撮影においては、 「その他」 の欄に

点数及び回数を記載する。

＜処置・手術欄＞

・ Ｎｉ-Ｔｉロータリーファイル加算においては、 「加圧根充」 の

項の 「＋　×　＋　×」 欄に、 左から手術用顕微鏡加算の

点数及び回数並びにＮｉ-Ｔｉロータリーファイル加算の点数

及び回数を記載する。

・ 歯周病安定期治療においては、 「SPT」 の項に点数を記

載する。 か強診加算は点数の合算点数を記載する。

＜歯冠修復および欠損補綴欄＞

・ ＣＡＤ／ＣＡＭインレーにおいては、 「ＣＡＤＩｎ」 の項に、

使用した材料の区分に応じた項にそれぞれ点数及び回数

を記載する。 なお、 小臼歯にＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料

（Ⅲ） を用いた場合は 「（Ⅰ）」 又は 「（Ⅱ）」 の項に点数

及び回数を記載する。

・ チタン冠においては、 「チ冠」 の項に点数及び回数を記載

する。 レジン前装チタン冠においては、 「前チ」 の項に点

数及び回数を記載する。

・ 歯根分割した歯に対してＣＡＤ／ＣＡＭ冠を装着した場合

においては、 技術料及び材料料を合算した点数及び回数

を 「その他」 欄に記載する。 「その他」 欄に書ききれない

等の場合は、 全体の 「その他」 欄に記載する。

＜全体のその他欄＞

・ 通信画像情報活用加算においては、 「ICT加算30×〇」

などと記載する。

・ 電子的保健医療情報活用加算においては、 点数及び回数

を記載する。

＜摘要欄＞

・ 電子的保健医療情報活用加算においては、 初診時 「初

電」、 再診時 「再電」 と記載する。

・ 口腔細菌定量検査においては、 「口菌検」 と記載する。

・ 通信画像情報活用加算においては、 歯科医師が口腔内を

観察した際の訪問歯科衛生指導料若しくは歯科衛生士等

が行う場合の居宅療養管理指導費又は介護予防居宅療養

管理指導費を算定した年月日を記載する。

・ 咀嚼能力測定のみまたは咬合圧測定のみ実施した場合で

も、 義歯等の装着日前の検査の算定年月および義歯等を

装着した年月を記載する。

・ 咬合調整において、 イ～ホまでのいずれかに該当するかを

記載する。

レセプト記載要領の 

主な変更点

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
実
施
せ
ず

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
実
施
せ
ず

２
０
２
２

２
０
２
２
年
度
指
導
計
画

年
度
指
導
計
画

協
会
が
関
東
信
越
厚
生
局
東
京
事
務
所
に
行
っ
た
開
示

請
求
に
よ
る
と
、
今
年
度
の
個
別
指
導
に
選
定
さ
れ
た
内

訳
は
再
指
導
が
74
件
、
情
報
提
供
が
26
件
お
よ
び
、
そ
の

他
が
５
件
と
な
り
、
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
は
実
施
し

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
個
別
指
導
は
、
５
月
以

降
で
は
８
月
を
除
き
毎
月
実
施
さ
れ
る
（
表
参
照
）。

新
規
個
別
指
導
は
、
４
月
、
８
月
お
よ
び
10
月
を
除
い

て
実
施
さ
れ
、
対
象
は
２
０
２
１
年
１
月
ま
で
に
開
業
し

た
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

集
団
的
個
別
指
導
は
、
２
０
２
１
年
度
の
レ
セ
プ
ト
１

枚
当
た
り
の
平
均
点
数
が
、
東
京
都
の
平
均
点
数
の
１
・

２
倍
を
超
え
る
医
療
機
関
８
０
７
件
に
対
し
て
９
月
に
実

施
さ
れ
る
。
東
京
都
内
の
平
均
点
数
は
１
２
３
８
点
と
な

っ
て
お
り
、
選
定
さ
れ
た
医
療
機
関
は
平
均
点
数
が
１
５

０
９
点
以
上
の
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。�

�

　
な
お
、
今
年
度
は
講
習
会
形
式
で
は
な
く
、
資
料
配
付
ま
た

は
動
画
配
信
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

レセプトの記載要領の主な変更点を示します。 
請求時にはご注意ください。

  

疑
義
解
釈

疑
義
解
釈 

厚
生
労
働
省
は
今
次
改
定
に

係
る
疑
義
解
釈
を
公
表
し
、
初

期
根
面
う
蝕
に
対
す
る
Ｆ
局
の

病
名
お
よ
び
改
定
前
の
咬
合
調

整
を
算
定
し
て
い
る
場
合
の
取

り
扱
い
、
並
び
に
歯
科
衛
生
士

等
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導

費
を
算
定
し
て
い
る
場
合
で
も

通
信
画
像
情
報
活
用
加
算
が
算

定
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

な
お
、
す
べ
て
の
疑
義
解
釈

は
「
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
」
の

「
デ
ン
タ
ル
書
庫
」
に
掲
載
し

て
い
る
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

咬
合
調
整
は
改
定
前

の
状
況
に
関
わ
ら
ず

４
月
か
ら
算
定
可

22
年
度
改
定

【フッ化物歯面塗布処置】
（問） 区分番号「Ｉ０３１」フッ化物歯面塗布処置の「２」初期の根面う蝕に罹患している患者

の場合を算定する場合に、診療報酬明細書の「傷病名部位」欄の病名はどのように記載すれば

よいか。

（答）「初期の根面う蝕」又は「根Ｃ」と記載し、処置を行った部位を記載すること。

【咬合調整】
（問）令和４年３月 31 日以前に旧歯科点数表における区分番号「Ｉ０００－２」咬合調整の留

意事項通知（１）のイからホまでのいずれかに該当し、当該処置を算定していた患者について、

同年４月１日以降に引き続き当該処置を算定する場合は、どのように考えればよいか。

（答）令和４年３月 31 日以前の算定状況にかかわらず、同年４月１日以降は、改めて改定後の

留意事項通知（１）のイからホまでに応じて算定してよい。

【通信画像情報活用加算】
（問） 区分番号「Ｃ０００」歯科訪問診療料の留意事項通知（43）において、「注 16」に規定す

る通信画像情報活用加算は、区分番号Ｃ００１に掲げる訪問歯科衛生指導料を算定する日（区分

番号Ｃ０００に掲げる歯科訪問診療料を算定する日を除く。）において、歯科衛生士等がリアル

タイムで口腔内の画像（以下、口腔内ビデオ画像という。）を撮影できる装置を用いて、患者の

口腔内の状態等を撮影し、当該保険医療機関において、歯科医師がリアルタイムで当該口腔内

ビデオ画像により当該患者の口腔内を観察（ビデオ通話に準ずる方式）し、得られた情報を次

回の歯科訪問診療に活用した場合に算定する」とあるが、介護報酬の居宅療養管理指導費（歯

科衛生士等が行う場合）又は介護予防居宅療養管理指導費（歯科衛生士等が行う場合）を算定

した日に、歯科衛生士等が口腔内ビデオ画像を撮影できる装置を用いて、口腔内の状態等を撮

影し、当該保険医療機関において歯科医師がリアルタイムで当該口腔内ビデオ画像を観察（ビ

デオ通話に準ずる方式）し、得られた情報を次回の歯科訪問診療に活用した場合、算定可能か。

（答）算定可。この場合、居宅療養管理指導費（歯科衛生士等が行う場合）又は介護予防居宅

療養管理指導費（歯科衛生士等が行う場合）を算定した日に当該保険医療機関の歯科医師が口

腔内ビデオ画像を撮影できる装置を用いて口腔内等の状態を観察した旨を診療報酬明細書の摘

要欄に記載すること。

都立・公立病院　独法化議案が可決

協
会
は
こ
れ
ま
で
、
不
採
算

医
療
の
切
り
捨
て
や
患
者
負
担

の
増
加
、
医
療
の
安
全
と
質
の

低
下
、
さ
ら
に
地
域
医
療
連
携

の
後
退
や
人
件
費
削
減
に
よ
る

医
療
従
事
者
の
過
重
労
働
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
と
、
都
民
の
健
康
と

生
活
を
脅
か
す
こ
と
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
か
ら
「
都
立
・
公
社

病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
」
に

広尾病院 歯科・歯科口腔外科

大塚病院 歯科・歯科口腔外科

墨東病院 歯科・歯科口腔外科

多摩総合医療センター 歯科・歯科口腔外科

神経病院 歯科

小児総合医療センター 小児歯科・矯正歯科

駒込病院 歯科口腔外科

多摩北部医療センター 歯科口腔外科

荏原病院 歯科口腔外科

豊島病院 歯科口腔外科

都立・公社病院で歯科がある10病院	

東京都知事および都議会

各会派へ撤回を求める

つ
い
て
、
都
知
事
や
病
院
経
営

本
部
等
に
向
け
て
、
中
止
す
る

よ
う
要
望
書
を
提
出
し
て
き
た
。

し
か
し
3
月
25
日
、
都
議
会

第
１
回
定
例
会
は
、
小
池
百
合

子
都
知
事
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

「
都
立
病
院
廃
止
条
例
」
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
7
月
か
ら

都
立
・
公
社
病
院
を
独
立
行
政

法
人
へ
移
行
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
こ
れ
に
対
し
、
撤
回
を
求

め
る
文
書
を
４
月
15
日
付
で
都

知
事
お
よ
び
都
議
会
各
会
派
へ

提
出
し
た
。

総
務
省
方
向
転
換 

 

公
立
病
院
の
統
廃
合
撤
回
へ

一
方
で
、「
各
地
の
公
立
病

院
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患

者
の
受
け
入
れ
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
」
こ
と
や
「
予
想

で
き
な
い
新
た
な
感
染
症
に
対

し
て
、
公
立
病
院
の
統
廃
合
を

進
め
る
こ
と
は
地
域
へ
の
影
響

が
大
き
い
」
こ
と
等
か
ら
公
立

病
院
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性

が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
し

て
、
総
務
省
が
「
不
採
算
な
ど

の
統
廃
合
を
必
要
と
す
る
従
来

の
見
解
」
か
ら
「
公
立
病
院
の

統
廃
合
撤
回
」
へ
方
針
の
転
換

を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な

動
き
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
独
立
行
政
法
人
化
の
動
き
に

つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

区分 ４月 ５月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

個別指導 0 10 10 10 0 10 11 10 10 10 10 10 101

新規
0 39 45 45 0 45 0 45 45 45 45 45 399

個別指導

集団的
0 0 0 0 0 807 0 0 0 0 0 0 807

個別指導

デンタルブック



東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６２６号 ２０２２年（令和４年）５月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

「
誰
に
と
っ
て
、
よ
り
便
利

で
、
よ
り
良
い
も
の
へ
の
変
化
」

な
の
だ
ろ
う
か
。

患
者
さ
ん
に
は
分
か
り

や
す
い
メ
リ
ッ
ト
の
提
示
を

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
今

ま
で
と
で
き
る
こ
と
に
大
し
た

変
化
は
な
く
、そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
共
に
持
ち
歩
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
荷
物
が
減
る

ど
こ
ろ
か
逆
に
増
え
て
し
ま
う
。

ま
た
、「
電
子
的
保
険
医
療
情

報
活
用
加
算
」
が
あ
る
が
ゆ
え

に
、
経
済
的
負
担
も
減
る
ど
こ

ろ
か
、
逆
に
増
え
て
し
ま
う
。

「
ア
プ
リ
化
に
よ
り
保
険
証
を

持
ち
歩
か
な
く
て
済
む
」
と
か

「
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
」
と
い

っ
た
、
具
体
的
で
わ
か
り
や
す

い
メ
リ
ッ
ト
の
提
示
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

医
療
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
に
は

何
が
あ
る
の
か

医
療
機
関
に
と
っ
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
維
持

に
対
し
て
高
額
な
費
用
を
要
す

る
た
め
、
割
り
が
合
わ
な
い
の

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
電

子
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
ｅ

―
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
に
、

無
料
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
既
に
あ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
と
回
線
や
シ
ス
テ
ム
を

共
用
す
る
な
ど
、
コ
ス
ト
の
削

減
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

求
め
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
展
望
や
戦
略

で
は
、
誰
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
結
局

の
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
を
含

め
て
誰
に
と
っ
て
も
大
し
て
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
こ
と
は
、
厚
生
労
働

省
の
デ
ジ
タ
ル
に
対
す
る
理
解

や
能
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
さ
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
展
望

や
戦
略
の
欠
如
な
ど
に
起
因
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

我
々
も
世
の
中
の
変
化
か
ら

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
デ
ジ

タ
ル
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

杉島 康義/町田市

（すぎしま・やすよし）

ＤＸの視点から見た

診療報酬改定

—メリットがあるのは誰？

巷
で
花
盛
り
の

「
Ｄ
Ｘ
」
と
は
何
な
の
か

近
頃
、
巷
で
は
「
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）」
が
花
盛
り
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
よ

く
流
れ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
Ｄ
Ｘ
と
は

何
な
の
だ
ろ
う
か
。
Ｄ
Ｘ
と
は

２
０
０
４
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ウ
メ
オ
大
学
の
ス
ト
ル
タ
ー

マ
ン
教
授
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
概
念
で
、「
進
化
し
続
け
る
デ

ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

る
、
よ
り
良
い
人
々
の
生
活
へ

の
変
革
」
を
意
味
す
る
。

Ｄ
Ｘ
の
視
点
か
ら
考
え
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

と
し
て
の
利
用
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
の
疑
問

が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は

会
員
が
見
た
診
療
報
酬

２
０
２
２
年
４
月
、
診
療
報

酬
改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
医
科
歯
科
の
連
携
を
重
視

し
て
い
る
」。
こ
れ
が
、
歯
科

訪
問
診
療
か
ら
見
た
率
直
な
感

想
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
在
宅
患
者
訪

問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

指
導
管
理
料
の
算
定
要
件
が

「
接
触
機
能
障
害
を
有
し
」
か

ら
「
摂
食
機
能
障
害
又
は
口
腔

機
能
低
下
症
を
有
し
」
に
、
変

更
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
、
口
腔
機
能
低
下
症

に
つ
い
て
、
常
に
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
を
意
識
し
て
も
ら
う
た

め
の
対
応
で
す
。

な
ぜ
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が

大
事
な
の
か
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
を
放
置
す
る
と
、
４
年
後

の
総
死
亡
リ
ス
ク
が
２
・
１
倍

に
上
が
り
ま
す
。
と
い
う
こ
と

は
、
要
介
護
・
要
支
援
と
い
っ

た
身
体
機
能
障
害
の
時
期

が
、
最
も
発
生
し
や
す
い
状
態

で
あ
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
と
い
う

こ
と
は
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
は
増
加
す
る
国
民

医
療
費
の
総
額
を
抑
え
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
科
訪
問
診
療
で
は
、
既
に

要
介
護
・
要
支
援
の
方
を
診
療

し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
入
院
リ
ス
ク

を
減
ら
す
一
つ
の
要
因
と
さ
れ

て
い
る
、
歯
科
に
よ
る
全
身
の

健
康
管
理
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
点
数
の
面
で
み
る

と
、
４
０
０
点
〜
６
０
０
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
施
設
な
ど
で
機

能
訓
練
を
行
っ
て
い
る
先
生
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
点
数

を
算
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

面
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
、
口
腔
機
能
低
下
症
と
い

う
病
名
が
入
る
こ
と
で
算
定
し

や
す
く
な
っ
た
の
は
、
日
々
、

訪
問
診
療
に
励
ん
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
先
生
方
に
と
っ
て
は
朗
報

だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
宅
療
養
支
援
歯

科
診
療
所
（
歯
援
診
）
２
の
施

設
基
準
の
要
件
も
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
歯
科
訪
問
診

療
を
始
め
る
先
生
に
も
、
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
だ

と
思
い
ま
す
。

池川 裕子/葛飾区

（いけがわ・ゆうこ）

私から見た

歯科訪問診療の実際と

診療報酬改定

２０２２年　診療報酬改定書籍

外
来
で
診
て
い
る
患
者
さ
ん

が
通
院
で
き
な
く
な
っ
て
も
、

患
者
さ
ん
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
歯
科
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
歯
科
医
療
に
応
え
る
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

現
在
、
厚
生
労
働
省
が
進
め
て

い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
歯
科
医
療
提
供
体
制

の
関
連
か
ら
も
大
切
で
す
。

歯
科
訪
問
診
療
の
開
始
を
考
え

て
い
る
け
れ
ど
も
、
何
か
ら
手

を
付
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
場
合
は
、
気
軽
に
協
会
に
連

絡
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
歯
科
訪
問
診

療
を
行
う
歯
科
診
療
所
が
多
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

４
月
１
日
よ
り
、
新
た
な
体
系
の
診
療
報
酬
が
ス
タ
ー
ト
。
歯
科
は
プ
ラ

ス
０
・
29
％
と
な
っ
た
。
前
号
に
引
き
続
き
、
今
回
の
改
定
を
会
員
の
歯

科
医
師
は
ど
う
見
た
の
か
。
会
員
の
先
生
方
の
声
を
紹
介
す
る
。

　
米
国
の
人
手
不
足
は
、
賃
金
上
昇
を
も
た

ら
し
て
い
る
よ
う
だ
。
米
国
の
物
価
上
昇
と

賃
金
上
昇
は
相
関
関
係
が
強
い
よ
う
で
、「
強

さ
」
と
「
豊
か
さ
」
を
牽
引
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
翻
っ
て
日
本
は
と
い
う
と
、
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
の
名
目
で
賃
金

上
昇
は
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
物
価
も
上
が
ら
な
け

れ
ば
、
賃
金
も
上
が
ら
な

い
と
い
う
状
況
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

今
春
、
ト
ヨ
タ
が
春
闘
で

満
額
回
答
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。
物
価
、
賃
金
と
も

に
上
が
ら
な
け
れ
ば
経

済
は
衰
退
し
、
結
局
は
企
業
が
存
続
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
企
業
が
賃
金
を
上
昇
さ
せ

な
い
限
り
、
日
本
は
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
は
日
本
を
牽
引
す
る
心
意

気
な
の
だ
ろ
う
。

　
多
く
の
歯
科
診
療
所
は
、
人
材
不
足
で

苦
し
ん
で
る
。
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
募
集
を
出
し
て
も
応
募
が
な

い
、
と
い
っ
た
話
は
よ
く
耳
に
す
る
。
と

あ
る
区
の
求
人
デ
ー
タ
を
も
と
に
調
べ
た

と
こ
ろ
、
20
％
の
歯
科
診
療
所
で
厚
生
年

金
が
未
導
入
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
あ
る
歯

科
医
師
会
で
の
推
奨
で
は
、
退
職
金
の
目

安
は
「
勤
続
年
数
×
３
万
円
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。
30
年
務
め
て
、
た
っ
た
の
90
万

円
。
こ
れ
で
は
、
長
く
働
く
気
に
は
な
ら

な
い
こ
と
は
当
た
り
前
の
よ
う
な
気
が
す

る
。
歯
科
衛
生
士
学
校
で
教
育
を
受
け
て

い
る
生
徒
に
、「
あ
な
た
た
ち
は
、
長
く

勤
務
し
て
も
価
値
は
こ
れ
ぐ
ら
い
」
と
烙

印
を
押
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
歯
科
衛
生
士
学
校
の
半
数
が
定
員
割
れ
を
起

こ
し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
教
育
者
、
雇
用

者
が
歯
科
衛
生
士
の
価
値
を
低
く
見
て
い
る
よ

う
で
は
、
今
後
と
も
衛
生
士
数
の
増
加
は
見
込

め
ず
、
ま
た
、
高
い
離
職
率
も
改
善
し
そ
う
に

は
な
さ
そ
う
だ
。

　
賃
金
、
社
会
保
障
、
退
職
金
は
、
雇
用
の
維

持
、
拡
大
を
す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
要
素
で

あ
る
は
ず
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
雇
用

者
の
歯
科
医
師
は
、
抑
え
る
ほ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
人
材
を
増
や
し
、
離
職
率
を
低
下
さ
せ
る
た

め
に
は
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
と
い
う
呪
縛
か
ら
解

き
放
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い

る
。
今
、
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
10
年

後
の
歯
科
衛
生
士
不
足
は
致
命
的
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
歯
科
診
療
所
経
営
の
苦
し
い
事
情
は
実
感
し

て
い
る
が
、
例
え
ば
、
公
的
な
退
職
金
制
度
で

あ
る
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
な
ど
を
、
上

手
く
活
用
し
た
い
も
の
だ
。

米 国 の 人 手 不 足
ト ヨ タ の 賃 上 げ
そ し て 歯 科 は ？

船木 勝介 （ふなき ・ かつゆき） /  練馬区

 会 員

 寄 稿

会員から寄せられ
た歯科医療への声
をご紹介します

「歯科保険診療の研究」

お届けします

声“
"

■ 前回の「会員が見た診
療報酬」は、当会ホーム
ページ「東京歯科保険医
新聞Web版」よりご覧
になれます。
HP　www.tokyo-sk.com/

category/newspaperlist/

「歯科保険診療の研究　２０２２年４
月版」を、５月上旬（５月13日㈮頃ま
で）に、郵送物の登録先にお送りしま
す。「赤本」の愛称で親しまれている
本書は、今次改定の変更点を含み歯科
保険診療報酬の内容を網羅した１冊で
す。ぜひ日々の診療にご活用ください。
また、４月以降の点数早見表は、デン
タルブック内に掲載しております。あわ
せてご活用ください。

発行　全国保険医団体連合会

体裁　A4判

４月下旬

発刊
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　経営・税務相談Q＆A  No.392　

Q １ 医療事故につながるおそれがあった

ため、スタッフを注意したら「パワハラ

だ」と言われた。必要に応じて注意・指導

を行ったつもりなのだが、パワーハラスメ

ントに当たってしまうのだろうか。

A １ 業務上の必要性に基づいた指示・注
意・指導ということであれば、スタッフが
不満に感じる場合でも、パワーハラスメン
トには当たりません。
　厚生労働省では、職場におけるパワーハ
ラスメントを「同じ職場で働く者に対し、
職務上の地位や人間関係などの職場内の優
位性を背景に、業務の適正な範囲を超え
て、精神的・身体的苦痛を与える又は職場
環境を悪化させる行為」と定義づけていま
す。つまり「業務の適正な範囲」で行われ
ている指導や注意は、スタッフが不快・不
満に感じてもパワーハラスメントにはなり
ません。ただし、「業務の適正な範囲」だ
としても言い方や内容によっては、パワー
ハラスメントとなる場合がありますので、
お気を付けください。また、中小事業主に

Q ２ パワーハラスメントに当たる指導と

はどのようなものか。

A ２ 次のような場合は「業務の適正な範
囲」を超えているとして、パワハラに該当
すると判断される場合があります。
1 暴行・傷害（身体的な攻撃）

2 脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言

　（精神的な攻撃）

3 隔離・仲間外し・無視

　（人間関係からの切り離し）

4 業務上明らかに不要なことや遂行不可

　能なことの強制、仕事の妨害

　（過大な要求）

5 業務上の合理性なく、能力や経験とか

　け離れた仕事を命じることや仕事を与

　えないこと（過小な要求）

6 私的なことに過度に立ち入ること

　（個の侵害）

　例えば、全スタッフや患者の前で一人を
名指しして「やめてしまえ」「どんな育て
られ方をしてきたの」などと叱責するよう
なことを繰り返せば、上記2の「精神的な
攻撃」に当たるといえます。スタッフを厳
しく注意しなければならない場面でも、感
情的になることは抑え、「行為のみ」を注

これってパワハラ？
「パワーハラスメント防止措置」の義務化

意するということを意識してください。
　他にも、終業間際に過大な業務を頼むこ
とを連日のように繰り返す、医院内の清掃
業務のみをさせる、などといったことは、
上記4の「過大な要求」や、5の「過小な
要求」として、業務の適正な範囲を超えて
いると判断されます。
　パワーハラスメントは、スタッフに対す
る態度や仕草、場合によっては雰囲気でも
生じることがあります。普段、何気なくと
っているスタッフとのコミュニケーション
も、この機会に見直してみてください。

おいても2022年４月１日からパワーハラス
メントの防止に関する法律（改正労働施策
総合推進法）の適用が義務化されました。

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。

日日 時時：：5 月 19 日（木） 午後 2 時～5 時

定定 員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内）

場場 所所：：東京歯科保険医協会 会議室

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部）

※予約は、受付順とさせていただきます。

無料相談無料相談トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト 

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談 

　
近
年
は
、
消
耗
品
（
歯
科
材
料
や
感

染
防
止
品
な
ど
）
を
院
内
か
ら
ネ
ッ
ト

で
購
入
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。
自
宅
で
行
う
個
人
的
な
注
文

と
同
じ
感
覚
で
で
き
て
し
ま
い
ま
す

が
、
簡
単
だ
か
ら
こ
そ
医
療
機
関
と
し

て
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
、
ネ
ッ
ト
で
購
入
決
済
を
す
る

Ｐ
Ｃ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
ま

す
が
、
院
内
の
他
の
Ｐ
Ｃ
に
も
接
続
さ

れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ネ
ッ
ト
購
入
用
の
Ｐ
Ｃ
は
、
購
入
時

の
自
動
返
信
メ
ー
ル
も
受
信
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
Ｐ
Ｃ
が
患
者

の
個
人
情
報
（
極
端
な
例
で
は
レ
セ
コ

ン
や
デ
ジ
タ
ル
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
情

報
、
治
療
予
約
の
情
報
な
ど
）
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
上
で
接
続
さ
れ
て
い
る
と
、

そ
れ
だ
け
で
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
り
ま

す
。
診
療
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
外
部

と
の
接
続
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

今
す
ぐ
に
で
も
切
り
離
す
べ
き
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
購
入
は
、
院
長
で
は
な
く
受

付
な
ど
の
院
内
ス
タ
ッ
フ
が
定
期
的
な

業
務
と
し
て
行
う
場
合
も
多
い
で
す

インターネット取引（歯科材料、感染防止品）

の 注 意 点 永田康祐 （クレセル株式会社）

が
、
購
入
時
の
報
告
や
在
庫
管
理
な
ど

徐
々
に
面
倒
に
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
に

「
丸
投
げ
」
に
な
る
事
も
注
意
が
必
要

で
す
。

院
内
ス
タ
ッ
フ
で
す
か
ら
決
済
機
能

を
悪
用
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
丸
投
げ
ゆ
え
に
「
ス
タ
ッ
フ
個
人

の
判
断
で
購
入
を
行
っ
た
」
な
ど
ど
ち
ら

が
悪
い
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
医
院
運

営
上
の
問
題
が
発
生
し
か
ね
ま
せ
ん
。

　
誤
操
作
に
よ
る
発
注
ミ
ス
や
決
算
時

に
問
題
に
な
ら
な
い
た
め
、
在
庫
管
理

を
徹
底
す
る
た
め
の
台
帳
の
作
成
、
情

報
の
共
有
な
ど
後
々
の
こ
と
を
考
え
て

管
理
体
制
を
整
え
て
お
く
ほ
う
が
よ
り

安
全
と
言
え
ま
す
。

ながた ・ こうすけ 歯科

専門にサイト製作、運

用、コンサルティング

を行い歯科関連サイト

の運用は常時120件を

数える。
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区分 ４月 5月、6月

金銀パラジ
ウム合金

インレー（単純なもの）

大臼歯

569点 600点
インレー（複雑なもの） 984点 1,043点
４/５冠 1,191点 1,265点
全部金属冠 1,562点 1,655点
インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯

448点 469点
インレー（複雑なもの） 796点 839点
３/４冠 1,003点 1,056点
４/５冠 943点 996点
全部金属冠 1,248点 1,314点

レジン前装金属冠 前歯 2,162点 2,245点
小臼歯 2,162点 2,245点

鋳造ポンティック 大臼歯 1,710点 1,817点
小臼歯 1,395点 1,476点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 1,947点 2,011点
小臼歯 1,595点 1,676点
大臼歯 1,770点 1,877点

双子鉤（鋳造鉤） 大・小臼歯 1,275点 1,361点
犬歯・小臼歯 1,053点 1,120点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 935点 994点

犬歯・小臼歯 844点 895点
前歯 800点 847点

コンビネーション鉤
前歯 518点 542点

犬歯・小臼歯 541点 566点
大臼歯 586点 616点

鋳造バー 2,094点 2,231点

ローチのバークラスプ １歯 1,255点 1,341点
２歯以上 1,275点 1,361点

根面被覆 前歯・小臼歯 448点 469点
大臼歯 569点 600点

キーパー付根面板 前歯・小臼歯 1,095点 1,138点
大臼歯 1,283点 1,342点

区分 ４月 5月、6月

銀合金

インレー（単純なもの）

大臼歯

212点 212点
インレー（複雑なもの） 322点 322点
４/５冠 359点 360点
全部金属冠 515点 515点
インレー（単純なもの）

小臼歯・前歯・乳歯

204点 204点
インレー（複雑なもの） 312点 313点
３/４冠 405点 405点
４/５冠 345点 345点
全部金属冠 498点 499点

レジン前装金属冠 前歯 1,272点 1,273点
小臼歯 1,272点 1,273点

鋳造ポンティック 大臼歯 483点 483点
小臼歯 483点 483点

レジン前装金属ポンテ
ィック

前歯 1,242点 1,243点
小臼歯 696点 697点
大臼歯 556点 557点

根面被覆 前歯・小臼歯 204点 204点
大臼歯 212点 212点

キーパー付根面板 前歯・小臼歯 611点 612点
大臼歯 621点 621点

メタルコア 大臼歯 252点 253点
小臼歯・前歯 197点 198点

14カラット
金合金

インレー（複雑なもの） 1,182点 1,248点
３/４冠 1,493点 1,575点

双子鉤（鋳造鉤） 大・小臼歯 1,418点 1,504点
犬歯・小臼歯 1,201点 1,271点

二腕鉤（鋳造鉤）
大臼歯 1,181点 1,251点

犬歯・小臼歯 962点 1,015点
前歯 795点 836点

線鉤 双子鉤 783点 823点
二腕鉤（レスト付） 588点 619点

５月金パラが引き上げに　— 銀合金、メタルコアおよび14Kも改定 —

５月に歯科用貴金属の緊急改定が行われ、歯科用鋳造用金銀パラジウム合金が１ｇ 3,149円から１g 3,413円、歯科鋳造用14カラット金合金インレー用
が１ｇ 5,607円から１g 6,019円、歯科用鋳造用銀合金第１種が１g 143円から１g 145点に、同２種が１g 176円から１g 178円に改定される。それに伴い、５
月以降の各点数が表のとおり改定される。また、３月31日付の訂正通知により、レジンによる根面被覆の点数が変更され、光CRを用いた場合は117点、
光グセ標準型を用いた場合は114点および光グセ自動練和型を用いた場合は115点となり、使用材料により点数が異なるので注意いただきたい。
　なお、コロナ特例に関しては、電話等再診により薬の処方を行う場合の再診料および新型コロナウイルスの陽性患者であって呼吸管理を行っている者
に口腔の剥離上皮膜の除去等を行った場合に算定する非経口摂取患者口腔粘膜処置は、４月以降も改定前の点数で算定する取り扱いが示されている。

　
協
会
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
お
よ
び
第
２
回
新
点

数
説
明
会
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
５
６
１
名
よ
り

回
答
を
得
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

「
今
次
改
定
で
、
自
院
の
一
カ

月
当
た
り
の
総
点
数
は
上
が
る

と
思
い
ま
す
か
」
と
の
問
い
に

対
し
て
、「
変
わ
ら
な
い
」
が

63
・
１
％
を
占
め
て
最
も
多

く
、「
下
が
る
」
が
24
・
６

％
、「
上
が
る
」
が
８
・
２
％

と
次
い
だ
。
プ
ラ
ス
改
定
に
も

関
わ
ら
ず
、「
上
が
る
」
と
答

え
た
割
合
は
１
割
に
も
満
た
な

い
結
果
と
な
っ
た
。

　
良
か
っ
た
と
思
う
点
（
複
数

回
答
可
）
に
つ
い
て
は
「
初
・

再
診
料
が
増
点
」
59
・
０
％
が

最
も
多
く
、
悪
か
っ
た
と
思
う

点
（
複
数
回
答
可
）
に
つ
い
て

は
「
金
パ
ラ
の
原
価
割
れ
が
十

分
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
」
76

・
１
％
が
最
も
多
か
っ
た
。
金

パ
ラ
原
価
割
れ
の
影
響
が
色
濃

く
見
え
る
。

　
前
装
冠
ま
で
保
険
適
用
が
拡

大
さ
れ
る
チ
タ
ン
の
使
用
に
つ

「
点
数
変
わ
ら
な
い
」
６
割
強

新
点
数
説
明
会
ア
ン
ケ
ー
ト

今次改定で、自院にとって良かったと思うところを教えてください（複数回答可）

今次改定で、自院にとって悪かったと思うところを教えてください（複数回答可）

区分 割合
　初診・再診料が増点 59.0%
　根面う蝕に対するF局の外来患者への適応拡大 26.9%
　CAD /CAMインレーの新設 26.9%
　良かったと思える点はない 21.4%
　レジン前装チタン冠の新設 16.9%
　総合医療管理加算に係る施設基準の廃止 15.2%
　Ni-Tiロータリーファイル加算の新設 9.4%
　電子的保健医療情報活用加算の新設 5.2%
　口腔細菌定量検査の新設 4.6%
　歯科部分パノラマ断層撮影の新設 3.9%
　訪問診療時の通信画像情報活用加算の新設 1.1%
　その他 0.7%

区分 割合
　金パラの原価割れが十分に改善されていない 76.1%
　P基処の廃止 52.6%
　プラス改定でも、点数がほとんど上がらない 50.3%
　メタルコア加算の廃止 40.1%
　Ni-Tiロータリーファイル加算の算定要件が厳しい 31.2%
　歯初診の研修要件がわかりにくい 25.7%
　SPT、P重防の継続管理の評価が上がっていない 20.9%
　SPT（II）の統合 18.2%
　口腔細菌定量検査の算定しづらさ 10.9%
　口腔機能管理の点数が上がっていない 10.2%
　20分未満の歯科訪問診療料３の引き下げ 5.7%
　歯援診１の施設基準要件の引き上げ 3.9%
　悪かったと思える点はない 1.2%
　その他 0.7%

今次改定で
１カ月の
総点数は…

変わらない

下がる
上がる

無回答

新点数説明会アンケート結果より

63.1%

8.2%4.1%
24.6%

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
す
で

に
大
臼
歯
に
チ
タ
ン
冠
を
使
っ

て
い
る
」
は
18
・
５
％
に
留
ま

り
、「
検
討
中
」
は
36
・
９
％
、

「
使
う
予
定
は
な
い
」
は
34
・

０
％
と
な
っ
た
。
自
由
意
見
欄

で
は
、「
消
去
法
で
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
が
あ
る
と
思

う
」「
除
去
の
こ
と
を
考
え
る

と
踏
み
切
れ
な
い
」「
検
討
は

し
て
い
る
が
、
導
入
す
る
と
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た

個
人
の
歯

科
技
工
士

さ
ん
の
仕

事
を
奪
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
」
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
電
子
的
保
健
医
療
情
報
活
用

加
算
に
つ
い
て
、「
算
定
し
よ

う
と
思
う
」
は
11
・
４
％
に
留

ま
り
、「
算
定
し
よ
う
と
思
わ

な
い
」
41
・
４
％
、「
検
討

中
」
39
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

自
由
意
見
欄
で
は
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
す
る
患

者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
設

備
は
整
っ
て
い
て
も
算
定
で
き

な
い
」「
何
か
問
題
が
あ
っ
た

と
き
の
責
任
は
医
院
側
が
負
う

と
の
こ
と
だ
が
、
行
政
が
取
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

改 定

www.facebook.com/
tokyoshikahokeni

金
パ
ラ
の
原
価
割
れ

７
割
強
が
「
解
消
で
き
な
い
」



　
歯
の
治
療
を
受
け
る
時
は
、
他
の
治
療
と
違

っ
て
「
痛
い
、
怖
い
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ

い
て
回
り
ま
す
。
僕
も
、
積
極
的
に
は
行
き
た

く
な
い
、
仕
方
な
く
、
な
ど
の
気
持
ち
で
病
院

に
行
き
ま
す
。
怖
く
て
も
痛
み
を
止
め
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
医
者
さ

ん
に
全
面
的
な
信
頼
を
置
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
芙
美
が
吾
郎
に
歯
の
治
療
を
し
て
も
ら

う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
歯
の
痛
み
だ
け
で

な
く
、
男
と
女
と
し
て
、
芙
美
の
吾
郎
に
対
す

る
信
頼
と
、
信
頼
さ
れ
る
吾
郎
の
心
情
を
少
し

デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
よ
う
な
シ
ー
ン
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
映
画
の
主
題
歌
「
あ
な
た
の
心
に
」
は
１

９
６
９
年
と
、
か
な
り
以
前
の
曲
で
す
が
、
現

在
聴
い
て
も
新
鮮
で
、
素
敵
な
昭
和
歌
謡
に
出

会
え
た
感
が
あ
り
ま
す
。
映
画
で
重
要
な
位
置

付
け
の
選
曲
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
曲
は
１
９
６
９
年
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
曲

で
す
。
昔
は
パ
チ
ン
コ
屋
や
、
町
の
い
た
る
と

こ
ろ
か
ら
歌
謡
曲
な
ど
の
音
楽
が
流
れ
て
来
て

い
ま
し
た
。
好
き
嫌
い
関
係
な
く
、
町
中
に
音

　
映
画
の
中
で
は
、
お
医
者
さ
ん
と
か
患
者
さ

ん
、
医
療
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
機
会
が
多
々

あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
と
に
か
く
専
門
職
の
方
に
聞
く
。
こ
れ

に
尽
き
ま
す
。
そ
れ
は
医
療
に
限
り
ま
せ
ん
。

自
分
ひ
と
り
の
取
材
だ
け
で
は
、
付
け
焼
刃
に

過
ぎ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
広
く
浅
く
的

な
調
べ
方
を
よ
く
し
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
撮

影
現
場
で
の
お
医
者
さ
ん
の
動
き
と
か
心
境
な

ど
は
、
と
に
か
く
聞
き
ま
く
る
、
こ
れ
を
信
条

に
し
て
い
ま
す
。

―
歯
科
治
療
は
一
般
的
に
痛
い
、
怖
い
の
イ

メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
こ
の
映
画
の
中

で
、
患
者
さ
ん
の
心
情
を
映
し
出
す
歯
科
の
シ

ー
ン
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

I n t e r v i e w

　
４
月
29
日
、
映
画
「
ツ
ユ
ク
サ
」
が
封
切
り
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
脚
本
家
の
安
倍
照
雄
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
愛
を
乞
う
ひ
と
」、「
閉
鎖
病
棟
―
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
―
」
な
ど
を
手

が
け
た
平
山
秀
幸
監
督
が
映
像
化
し
た
も
の
で
、
両
氏
が
10
年
以
上
の
年
月
を
か
け
、
構
想
を
練
り

あ
げ
完
成
さ
せ
た
作
品
だ
。
歯
科
医
師
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
、
捕
鯨
を
営
む
海
辺
の
町
を
訪
ね
た
篠

田
吾
郎
（
松
重
豊
）
と
主
人
公
の
五
十
嵐
芙
美
（
小
林
聡
美
）
は
、
と
も
に
心
に
傷
つ
い
た
ひ
だ
を

ま
と
う
身
で
あ
る
が
、
吾
郎
が
「
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
あ
り
ふ
れ
た
」
ツ
ユ
ク
サ
を
摘
み
、
草
笛
を

奏
で
る
。
そ
し
て
、
ふ
た
り
は
迷
い
道
に
足
を
踏
み
入
れ
つ
つ
も
、
出
会
い
を
確
か
な
も
の
に
し
て

い
く
。
今
回
は
、
こ
の
「
ツ
ユ
ク
サ
」
の
監
督
を
務
め
た
平
山
秀
幸
氏
に
、
作
品
の
構
想
や
登
場
人

物
、
特
に
歯
科
医
師
が
登
場
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
人
と
人
と
の
信
頼
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
て
み
た
。

―
歯
科
医
師
が
実
践
を
伴
う
役
柄
は
大
変
珍

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ツ
ユ
ク

サ
」
の
中
で
、
松
重
豊
さ
ん
の
役
柄
が
歯
科
医

師
と
な
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
作
品
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
シ
ナ
リ
オ

ラ
イ
タ
ー
の
安
倍
さ
ん
と
始
め
た
企
画
で

す
。
そ
の
時
点
で
篠
田
吾
郎
（
松
重
豊
）
の
設

定
は
歯
科
医
師
で
し
た
し
、
主
人
公
の
五
十
嵐

芙
美
（
小
林
聡
美
）
が
隕
石
に
遭
遇
す
る
設
定

も
最
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
吾
郎
の
奥
さ
ん
の

自
殺
の
原
因
な
ど
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
。
な
ぜ
歯
科
医
師
な
の
か
。
こ
れ
は
推

測
で
す
が
、「
歯
医
者
は
自
分
の
歯
を
治
せ
な

い
」
と
い
う
印
象
的
な
セ
リ
フ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
セ
リ
フ
を
思
い
つ
い
た
時
に
、
シ
ナ
リ
オ

ラ
イ
タ
ー
は
吾
郎
を
歯
科
医
師
に
設
定
し
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
映
画
の
中
で
も
キ
ラ
リ

と
光
る
い
い
セ
リ
フ
で
す
。

―
医
療
現
場
の
撮
影
シ
ー
ン
に
お
い
て
、
留

意
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ひらやま ・ ひでゆき　1950年生まれ。福岡県出
身。「マリアの胃袋」(1990)で監督デビュー。
「ザ・中学教師」(92)で日本映画監督新人賞を受
賞した後、「学校の怪談」(95、96、99)シリーズ
が大ヒット。また「愛を乞うひと」(98)で第22回
モントリオール世界映画祭国際批評家連盟賞、さ
らに第22回日本アカデミー賞では最優秀作品賞と
最優秀監督賞を獲得するなど、その他にも手掛け
た作品は国内外で高く評価される日本映画界を代
表する監督。近年も「閉鎖病棟―それぞれの朝』
(19)で、第44回日本アカデミー賞の優秀監督賞と
優秀脚本賞を受賞し、今後の活躍が一層注目され
ている。

写
真=

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
撮
影

  

歯
科
治
療
シ
ー
ン
で

  

男
女
の
心
情
を
表
現

平山 秀幸 ホ
ワ
っ
と
観
て 

ホ
ク
っ
と
… 
そ
ん
な
映
画
で
あ
り
た
い

＜キャスト＞
小林聡美
平岩紙　斎藤汰鷹　江口のりこ
桃月庵白酒　水間ロン　鈴木聖奈　瀧川鯉昇
渋川清彦 ／ 泉谷しげる　／　ベンガル
松重豊

＜スタッフ＞
監督：平山秀幸　　脚本：安部照雄　　
音楽：安川午朗　　主題歌：中山千夏「あなたの心に」（ビクターエンタテインメント）

配給：東京テアトル  
公開日：４月２９日(金・祝)全国公開

©2022「ツユクサ」製作委員会

大人の人生にそっと寄り添ってくれるあたたかい映画が誕生しまし
た。人は、誰だって幸せを求めて生きています。けれど、長い人生、
幸せを見失ってしまうことだってある。そんな時は、立ち止まっても
いい。少し立ち止まって、また歩き出せばいい─。この映画は、脚本
家 安倍照雄によるオリジナルストーリーを、『愛を乞うひと』『閉鎖
病棟 −それぞれの朝−』など、さまざまな視点から人生を描いてき
た平山秀幸監督が映像化。旧知のふたりが10年以上あたため続けてき
た人生讃歌の物語です。過去を抱えながらも「今」を生きる主人公・
五十嵐芙美の姿を、これから訪れるであろう幸せや希望を、爽やかに
映し出しています。

【応募はがき記載事項】

　①氏名　②会員番号　③電話番号　④住所　

　今回、インタビューでご紹介させていただ
きました平山秀幸監督のサイン入りの文庫版
『ツユクサ』を会員５名様にプレゼントさせ
ていただきます（お１人につき１冊まで）。
　ご希望の会員は、官製はがきに「文庫 ツユ
クサ希望」と明記し、必ず以下の４点を記入
のうえ、協会プレゼント係までご応募くださ
い（複数応募不可）。応募締め切りは５月17日
㈫です（消印有効）。当選発表は、書籍発送を
もって代えさせていただきます。

楽
が
氾
濫
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
で
聴
き
、
自
分
の
世
界
に
入
っ
て
し
ま
う

個
人
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
映

画
に
と
っ
て
主
題
歌
は
大
事
な
要
素
の
一
つ

で
す
。
作
品
の
風
景
、
俳
優
さ
ん
た
ち
の
佇

ま
い
に
ピ
ッ
タ
リ
と
合
う
曲
。
迷
う
こ
と
な

く
こ
の
曲
を
選
び
ま
し
た
。

―
監
督
は
著
書
「
平
山
秀
幸
映
画
屋
（
か
つ

ど
う
や
）
街
道
・
呑
む
か 

撮
る
か
」
で
、「
映

画
の
印
象
が
残
れ
ば
、
誰
が
撮
っ
た
な
ん
て
忘

れ
て
も
ら
っ
て
い
い
」、「〝
詠
み
人
知
ら
ず
〟

で
い
い
」
と
あ
り
、
監
督
の
懐
の
深
さ
を
感
じ

ま
す
。「
ツ
ユ
ク
サ
」
を
観
る
方
々
へ
、
お
言

葉
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

映
画
を
観
に
来
る
大
部
分
の
お
客
さ
ん

は
、
俳
優
さ
ん
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　応募送付先　〒169-0075　新宿区高田馬場１-29- ８　

　いちご高田馬場ビル６階　東京歯科保険医協会

　文庫版『ツユクサ』プレゼント係まで

映画監督

公式サイト：tsuyukusa-movie.jp　　公式ツイッター：tsuyukusa_movie
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　サンリオピューロランド
 特 別 割 引 券 　 　 　 　 　

サンリオピューロランドはハローキティをはじめとする、たくさ
んのサンリオキャラクターに会うことができるテーマパークで
す。全館屋内型の施設だから、天候を気にせずに思いっきり遊ぶ
ことができます。特別割引券は協会ホームページよりお申込み
ください。　HP　www.tokyo-sk.com/member/member06/

会員優待サービス

新規開業医講習会
　新規個別指導が延期されていましたが、５月から再開となります。今年度の新規個別指導
には、2021年１月までに開業した先生が選定されています。
　新規開業医講習会は新規開業したばかりの先生方が、日常の保険診療の手順を見直すとと
もに、来るべき新規個別指導を円滑に進め、クリアするためにも、指導通知が届く前に積極
的に受講していただきたい講習会です。
　講習会の具体的な内容は指導時に必携の持参物、算定要件や歯周病治療の流れと補綴の関
係など、カルテ記載で実際に指導で指摘されている事項を取り上げ、わかりやすく解説し、
さらに今年度改定された内容から質問の多かったものについても解説を行う予定です。
　なお、本講習会はオンラインの開催は予定していません。感染対策には細心の注意を払っ
ていますが、必ずマスクの着用とご自分の体調を考慮しての参加をお願いいたします。

日　時　　７月10日（日）　午後０時～５時 （予定）
講　師　　協会講師団
会　場　　ワイム貸会議室高田馬場　住所：新宿区高田馬場１-29- ９　ＴＤビル３Ｆ
交　通　　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分
　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（3番出口）」より徒歩約４分
定　員　　50名（会員のみ）
参加費　　13,000円（テキスト代を含む）
予　約　　要予約
　　　　　申込方法：QRコードを読み取り必要事項をご入力ください。
　　　　　未入会の先生に関しましては、事前のご入会が必要です。
　　　　　ご不明な点は組織部まで（☎03-3205-2999）。

接遇講習会
コロナだからこそ発揮する！ チームデンタルの接遇力コロナだからこそ発揮する！ チームデンタルの接遇力

日　時　　６月22日（水）　午後７時～８時30分 
講　師　　山口朋子 氏（マナーのクリニック株式会社代表、
　　　　　　　　　　　予防医療診断士）
会　場　　ワイム貸会議室高田馬場
　　　　　住所：新宿区高田馬場１-29- ９ ＴＤビル３Ｆ
交　通　　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅（戸山口）」より徒歩２分
　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅（3番出口）」より徒歩約４分
対象者　　歯科医師、歯科衛生士、歯科助手
定　員　　70名
参加費　　会員証１枚につき１人無料、２人目以降1,000円
予　約　　要予約　
　　　　　申込方法：QRコードからお申込みください。
　　　　　また、当会ホームページ上からもお申込みい
　　　　　ただけます。

Withコロナの時代、なぜ歯科医療に接遇が必要で、それをどう実践すればいいでしょうか。「私のク
リニックは信頼できる！」「あのスタッフさんの様子なら安心！」と、患者さんや仲間が感じるチーム
デンタルの接遇力を身につけ発揮するための講習会です。
　〇なぜ歯科医療に接遇が必要なのか？
　〇３大衛生「滅菌・消毒・身だしなみ！」
　〇笑顔と言葉かけ「コストゼロで、効果無限大」
　〇各医院の工夫事例を共有、質疑応答　など

やまぐち ・ ともこ　上智大学短期

大学部英語科、中央大学法学部

卒業。三菱商事の営業アシスタ

ント、ANAの国際線CAや役員

秘書などを経て2006年に接遇

マナー講師となり、2016年に

「マナーのクリニック」を設立

し歯科医院をメインに全国で接

遇マナー研修を展開している。

歯初診の研修「院内感染防止対策講習会」
eラーニングでの開催予定について

　歯初診の研修「院内感染防止対策講習会」のeラーニングの公開は、行政から条件が示さ
れ、その対処に時間を必要としており、ご案内が遅れております。なお、すでに届出を行っ
ている場合は、再受講の期日が延長されております。再受講の期日に間に合うよう準備を進
めております。公開日など、決定次第お知らせいたしますので、今しばらくお待ちください。
〈新規に届出を準備している方〉

　・５月29日の「歯初診・外来環・歯援診・か強診」のための講習会をご利用ください。

〈既に届出をされていて、更新を予定されている方〉

　・更新用の講習会はeラーニングを含め検討中です。今しばらくお待ちください。

　・今年の７月１日報告には、前回受講した日付を書いてください。

お問い合わせ先：経営管理部（☎03-3205-2999）
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▲３月末頃に１冊無料で送付

第１回 歯初診・外来環・歯援診・か強診のための講習会
　本講習会は、１日で「歯初診」外来環」「歯援診」「か強診」に対応した修了証を取得できます。医
療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。

日　時　　５月29日（日）　
　　　　　【歯初診、外来環、歯援診、か強診】…午後１時～６時30分（予定）
　　　　　【歯初診、外来環】…午後４時～６時30分（予定） 
講　師　　繁田雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）
　　　　　坂下英明 氏（明海大学 名誉教授、朝日大学 客員教授、我孫子聖仁会病院口腔外科
　　　　　　　　　　　センター長）
　　　　　馬場安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　　森元主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
内　容　　在宅医療・介護等、歯科疾患の重症化予防に資する継続管理（口腔機能の管理を含む）、
　　　　　高齢者の心身の特性（認知症を含む）、院内感染防止、緊急時対応、医療事故、偶発症等
会　場　　ＴＡＰ高田馬場　住所：新宿区高田馬場１-31-18高田馬場センタービル３Ｆ
対象者　　会員限定　※代理の方の出席は認められません。
定　員　　90名（定員数に限りがありますので、お早めに）
　　　　　※感染拡大防止の観点から、定員数を縮小しての開催となります。
参加費　　「４つの施設基準対応」　8,000円（修了証代込）
　　　　　「外来環」「院内感染防止対策」のみ　5,000円（修了証代込）
予　約　　要予約　
　　　　　申込方法：QRコードからお申込みください。また、当会ホームページ上
　　　　　からもお申込みいただけます。
　　　　　※遅刻・途中退室の場合は、修了証の発行はできません。
　　　　　※修了証の発行は会員ご本人に限らせていただきます。
　　　　　※次回の開催は、秋頃を予定しています。

※注意　「歯初診」の「更新」のための講習会は、今後『eラーニ
　　　　ングシステム』を用いて行う予定ですので、更新を目的
　　　　に受講を検討されている先生は、eラーニングシステム
　　　　による受講をご検討ください。また、「歯初診」には、最
　　　　低限の経過措置期間が設けられていますので、すぐに
　　　　ご受講をいただく必要はございません。詳細は、書籍
　　　　「2022年改定の要点と解説」（右写真）の17ページを
　　　　ご確認ください。

第37回 保団連医療研究フォーラム
演題発表者募集中

日　時　　10月９日（日）　　　午後５時30分～９時30分
　　　　　　　10日（月・祝）   午前９時～午後４時
会　場　　都市センターホテル　
　　　　　住所：千代田区平河町２- ４- １
演題発表の方法
　　　　　原則、オンデマンドでの発表
　　　　　※状況が許せば現地（会場）での「講演」「質疑」を検討
参加費　　【現地参加】…医師・歯科医師　8,000円、コ・メディカル／コ・デンタル　500円
　　　　　【オンライン参加】…医師・歯科医師　4,000円、コ・メディカル／コ・デンタル　無料
締　切　　６月16日（木）まで
　　　　　※当協会で取りまとめた後、一括して全国保険医団体連合会に申込みを行います。
申込先　　東京歯科保険医協会／地域医療部（☎03-3205-2999）
　　　　　申込方法：QRコードまたは当会ホームページ上からも申込みいただけます。
主　催　　全国保険医団体連合会（保団連）
備　考　　開催要項は、QRコードまたは当会ホームページからご確認ください。
　　　　　その他、ご不明な点は上記電話番号までお問い合わせください。

【メインテーマ】

新興感染症流行から考える～患者、国民に求められる医療をめざして

DENTAL
BOOK

保険請求や

知りたい情報を

学べるツール

会員登録は

ＱＲより

INFORMATION

お申込みはこちらお申込みはこちら

お申込みはこちら

研 究 会 と 行 事 の ご 案 内
東京歯科保険医協会の研究会・講習会の情報や、お得な会員優待制度などをお届けいたします。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、研究会・講習会等の内容が変更する場合がございますので、予めご留意ください。
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転換期を迎えている

山本光昭
Mitsuaki Yamamoto

前 東京都中央区保健所長

現 社会保険診療報酬支払基金 理事

やまもと ・ みつあき 1984年３月、神
戸大学医学部医学科卒業後、厚生省に入
省。横浜市衛生局での公衆衛生実務を経
て、広島県福祉保健部健康対策課長、厚
生省健康政策局指導課課長補佐、同省国
立病院部運営企画課課長補佐、茨城県保
健福祉部長、厚生労働省東京検疫所長、
内閣府参事官（ライフサイエンス担当）、
独立行政法人国立病院機構本部医療部
長、独立行政法人福祉医療機構審議役、
厚生労働省近畿厚生局長などを歴任し、
2015年7月、厚生労働省退職。兵庫県健
康福祉部医監、同県健康福祉部長、東京
都中央区保健所長を経て、2021年４月よ
り現職。
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証

明
」
の
検
査
こ
そ
、
感
染
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
可
能
性
す
ら
、
あ
り
う
る

わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
今
な
お
日
本
も

含
め
、
世
界
に
お
い
て
も
感
染
拡
大
防

止
に
つ
な

が
る
と
思

い
込
み
、

無
症
状
者

も
含
め
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
が
行

わ
れ
る
の
か
。
私
は
、
日
本
だ
け
な
く

世
界
で
も
、
検
査
の
意
義
や
限
界
、
目

的
が
理
解
で
き
て
い
な
い
人
た
ち
が
発

言
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
さ

れ
て
い
る
社
会
構
造
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

今
と
な
っ
て
は
診
療
の
一
環
、

治
療
目
的
と
考
え
る
べ
き

検
査
は
本
来
、
疾
病
の
治
療
を
目
的

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
歯
科
医

療
も
含
め
、
通
常
の
医
療
に
お
い
て
は

疾
病
診
断
に
あ
た
り
、
必
ず
複
数
の
検

査
を
実
施
し
、
総
合
的
な
判
断
の
も

と
、
治
療
を
実
施
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
ま

ず
ウ
イ
ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
質
を
み
る
抗

原
検
査
、
遺
伝
子
を
み
る
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ
法

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
な
ど
の
手
法
の
異
な
る
複

数
の
検
査
を
駆
使
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
活

性
状
況
を
判
定
す
る
。
そ
し
て
、
会
話

時
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、
他
者
へ
の
感

染
の
配
慮
の
上
で
通
常
の
よ
う
に
医
療

機
関
に
通
院
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
患

者
を
的
確
に
医
療
機
関
の
管
理
下
に
置

き
、
鎮
痛
解
熱
剤
と
い
っ
た
症
状
を
和

ら
げ
る
薬
な
ど
も
処
方
し
、
症
状
が
深

刻
で
あ
れ
ば
、
血
液
検
査
や
Ｃ
Ｔ
な
ど

の
画
像
検

査
を
実
施

す
る
。

こ
の
よ
う

に
様
々
な
検
査
を
駆
使
し
な
が
ら
、
患

者
の
重
症
化
リ
ス
ク
を
検
討
す
る
一

方
、
中
和
抗
体
療
法
や
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

投
与
な
ど
を
考
慮
す
る
。
そ
し
て
、
重

症
化
が
想
定
さ
れ
る
場
合
や
酸
素
投
与

が
必
要
な
場
合
な
ど
は
入
院
さ
せ
、
免

疫
暴
走
に
よ
り
急
激
な
悪
化
が
起
こ
っ

た
場
合
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
投
与
す

る
と
い
っ
た
治
療
を
行
う
の
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
・
診
断
・
治
療

法
が
確
立
し
た
今
、
一
刻
も
早
く
、
ア

ク
セ
ス
の
良
い
通
常
の
医
療
シ
ス
テ
ム

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

次
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
議
論
に
つ
い
て
、

解
説
す
る
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
意
義
や
限
界
、
目
的
が
理
解
で
き
て
い
な
い

一
刻
も
早
く
通
常
の
医
療

シ
ス
テ
ム
に
戻
す
こ
と
が
必
要

Ｆ
局
の
適
用
拡
大

Ｆ
局
の
対
象
患
者
別
の
算
定
一

覧
（
改
定
後
）
を
表
1
に
示
し
ま

す
。「
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕

（
傷
病
名
：
Ｃ
ｅ
）」
は
改
定
前

か
ら
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
う
蝕
多
発
傾
向
者
（
傷
病
名

：
Ｃ
管
理
中
）
の
対
象
年
齢
が
引

今
次
改
定
で
Ｆ
局
の
対
象
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

ま
し
た
。
ま
た
、「
フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
処
置
（
Ｆ
局
）」
の
対
象

年
齢
も
、「
０
歳
か
ら
13
歳
未

満
」
が
「
０
歳
か
ら
16
歳
未
満
」

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｆ

洗
、
Ｆ
局
と
も
に
乳
歯
や
萌
出
直

後
の
永
久
歯
の
う
蝕
抵
抗
性
を
高

め
、
う
蝕
予
防
の
効
果
に
高
い
エ

ビ
デ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
Ｆ
局
の

場
合
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

が
多
く
扱
っ
て
い
る
フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
剤
は
、
フ
ッ
化
物
濃
度
と

し
て
９
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
と
高
濃
度

と
い
え
ま
す
。
と
く
に
低
年
齢
時

の
使
用
時
に
は
、
急
性
中
毒
を
避

初
期
の
根
面
う
蝕
の
Ｆ
局
に
つ
い
て
は
？

初
期
の
根
面
う
蝕
の
あ
る
患
者

へ
の
フ
ッ
化
物
歯
面
処
置
は
、
２

０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
改

定
で
在
宅
な
ど
で
の
療
養
患
者
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
次
改

定
で
外
来
受
診
の
場
合
で
も
歯
管

を
算
定
し
た
65
歳
以
上
の
患
者
で

あ
れ
ば
算
定
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
適
用
拡
大
は
、
２
０
１

４
年
度
改
定
時
か
ら
長
年
、
在
宅

療
養
患
者
だ
け
で
な
く
外
来
で
の

患
者
に
も
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と

本
会
は
厚
労
省
に
要
望
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
保
団
連
を
始

め
、
各
団
体
の
臨
床
現
場
の
声
が

認
め
ら
れ
、
日
本
歯
科
医
学
会
か

ら
提
出
さ
れ
る
医
療
技
術
評
価
提

案
書
に
は
な
い
項
目
と
し
て
適
用

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

65
歳
以
上
の
口
腔
内
の
健
康
維
持

を
図
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た

め
に
歯
科
診
療
を
行
な
っ
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
に
と
っ
て
、
評
価

で
き
る
適
用
拡
大
と
い
え
ま
す
。

我
が
国
の
高
齢
化
は
、
さ
ら
に

一
層
進
み
ま
す
。
高
齢
者
の
根
面

う
蝕
の
罹
患
率
は
高
く
、
さ
ら
に

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
根
面

う
蝕
が
増
加
す
る
こ
と
に
は
複
数

の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
歯
科
保
存
学
会
の
「
う
蝕
治
療

表１　F局の対象患者別の算定一覧（３カ月１回）

表 ２ 　 う 蝕 多 発 傾 向 者 の 対 象 年 齢 と 判 定 基 準

  

歯
科
治
療
シ
ー
ン
で

  

男
女
の
心
情
を
表
現

■ 過去の本連載は、当会ホー

ムページ「東京歯科保険医新聞

Web版」よりご覧になれます。

　HP　www.tokyo-sk.com/

category/newspaperlist/

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　
第
２
版
」
で

は
、
根
面
う
蝕
の
対
応
と
し
て

「
欠
損
の
浅
い
初
期
活
動
性
根
面

う
蝕
の
場
合
は
、
ま
ず
フ
ッ
化
物

を
用
い
た
非
侵
襲
的
治
療
を
行
っ

て
再
石
灰
化
を
試
み
、
う
蝕
を
管

理
す
る
よ
う
推
奨
さ
れ
る
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
各
高
齢
者
の
様
々
な
口
腔
内

の
状
況
に
対
し
、
定
期
的
な
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
に
あ
た

り
、
初
期
の
根
面
う
蝕
が
重
症
化

し
な
い
よ
う
に
予
防
・
管
理
の
た

め
、
適
切
な
Ｆ
局
に
よ
る
処
置
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
今
次
改
定
で

評
価
で
き
る
項
目
の
一
つ
で
あ
る

Ｆ
局
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、

正
し
い
運
用
に
よ
っ
て
患
者
の
う

蝕
予
防
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

改定前

→

改定後
年齢 歯冠修復終了乳歯 歯冠修復終了永久歯 年齢 歯冠修復終了乳歯 歯冠修復終了永久歯
0 ～ 4 歳 １歯以上 ― 0 ～ 4 歳 １歯以上 ―

5 ～ 7 歳 乳歯３歯以上または永久歯1歯以上 5 ～ 7 歳 乳歯２歯以上または永久歯１歯以上

8～ 1 0 歳 ― ２歯以上 8～ 1 1 歳 乳歯２歯以上または永久歯２歯以上

11 ～ 12歳 ― ３歯以上 12 ～ 15歳 ― ２歯以上

対象患者 傷病名 所定点数 算定時の留意点
　う蝕多発傾向者 C管理中 110点 　歯管または特疾管で管理中の16歳未満
　初期の根面う蝕患者 根C 110点 　歯管で管理中の65歳以上

　在宅などの訪問診療
　エナメル質初期う蝕患者 Ce 130点 　歯管で管理中、口腔内カラー写真が必要

き
上
げ
ら
れ
、
判
定
基
準
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
（
表
２
）。
し
た
が

っ
て
、
う
蝕
多
発
傾
向
者
に
対
す

る
指
導
で
あ
る
「
フ
ッ
化
物
洗
口

加
算
（
Ｆ
洗
）」
の
対
象
年
齢

は
、「
４
歳
か
ら
13
歳
未
満
」
が

「
４
歳
か
ら
16
歳
未
満
」
と
な
り

け
る
た
め
、
使
用
量
に
注
意
が
必

要
で
す
。
例
と
し
て
小
児
の
場

合
、
１
回
の
塗
布
に
使
用
す
る
薬

剤
の
量
は
２
ｇ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
歯
科
医
療
機
関
で
問

題
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
次
改

定
を
機
会
に
院
内
で
Ｆ
局
の
実
際

の
処
置
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
一
方
、
対
象

年
齢
と
判
定
基
準
を
覚
え
ら
れ
な

い
私
の
場
合
、
治
療
ス
ペ
ー
ス
に

「
２
０
２
２
年
改
定
の
要
点
と
解

説
」
の
41
ペ
ー
ジ
の
表
を
コ
ピ
ー

し
て
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

（ 8）第６２６号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）５月１日 （第三種郵便物認可）
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月日 部位 療法・処置 点数

再診 明細 再外来環１ ＋ ＋

界 ＭＯメタルインレーが脱離。打診（－）。注② ／

灰 隣接面を含むう窩を認める。打診（－）。注② ／

廻灰 Ｘ－Ｒａｙ 電

灰 遠心隣接面にう蝕を認める。界 根尖部に透 ／

過像は認められない。 ／

灰 ＯＡ＋浸麻（歯科用キシロカインＣｔ ） ＋

う蝕処置 う蝕検知液を用いて軟化象牙質を除去

ＰＣａｐ（セラカルＬＣ＋バルクベース）

再診 明細 再外来環１ ＋ ＋

灰 違和感や痛みはなし。 ／

ＯＡ＋浸麻（歯科用キシロカインＣｔ ） ／

ＫＰ（複雑、ＯＤ） 注③

界 修形（ＭＯ） 注③

廻灰 連 （寒天＋アルジネート）シェードＡ３ 注④ ×２

ＢＴ（ワックス） 仮封 注④ ×２

再診 明細 再外来環１ ＋ ＋

灰 ＯＡ＋浸麻（歯科用キシロカインＣｔ． ） ＋

ＣＡＤ ＣＡＭインレー ＣＡＤＩｎ） 注⑤ ＋

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅱ）（ＯＤ） ／

装着料 内面処理加算１ 装着材料料 注⑥ ＋ ＋

アルミナ･サンドブラスト､シランカップリング処理 ／

界 ＣＡＤＩｎ 注⑦ ＋

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）（ＭＯ） ／

装着料 内面処理加算１ 装着材料料 ＋ ＋

アルミナ･サンドブラスト､シランカップリング処理 ／

ロット番号が記載されたシールを貼付 注⑧ ／

年年診診療療報報酬酬改改定定
ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭイインンレレーーのの新新設設

臼歯部のＣＡＤ／ＣＡＭインレーが新設されました。
年 月 日時点でＣＡＤ／ＣＡＭ冠の施設基準を届け出

ている場合、改めて届出する必要はありませんが、院内掲示
の名称を変更する必要がありますのでご注意ください。

患者： 歳・男性

主訴：右上の銀の詰め物がとれた。その前の歯に穴があいてる。

所見：界メタルインレーの脱離、灰に隣接面含む齲窩を認める。

７番全て残存し、左右の咬合支持あり。

傷病名：界Ｃ３処置歯、灰Ｃ２

施設基準：歯初診、外来環１、歯ＣＡＤ 注①

《解説》

注① ＣＡＤ／ＣＡＭインレー（略称「ＣＡＤＩｎ」）は、施設基準に適合している

ものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、コンピュ－

タ支援設計・製造ユニットを用いて、歯冠修復物を設計・製作した場合に算

定する。

今年３月以前にＣＡＤ／ＣＡＭ冠の施設基準を届け出ている場合は、届

出は不要であるが、院内掲示物の名称を「ＣＡＤ／ＣＡＭ冠」から「ＣＡＤ／

ＣＡＭ冠およびＣＡＤ/ＣＡＭインレー」に変更する必要がある。

＜ＣＡＤ ＣＡＭ冠およびＣＡＤ ＣＡＭインレーの施設基準＞

• 歯科補綴治療の専門知識および３年以上の経験を有する歯科医師を

１名以上配置

• 歯科用CAD/CAM装置が設置されている場合は歯科技工士を配置

• 歯科用CAD/CAM装置が設置されてない場合は設置している歯科技

工所との連携

注② ＣＡＤＩｎは、臼歯部であって、隣接歯との接触面を含む複雑窩洞が

対象である。前歯部や単純窩洞は対象とならない。

注③ 窩洞形成は、う蝕歯インレー修復形成（修形）または窩洞形成（ＫＰ）

の複雑なもののいずれかを算定する。

注④ 連合印象を行った場合は64点を、咬合採得を行った場合は18点を

算定する。

なお、ＣＡＤＩｎは、作業模型で間接法により製作された歯冠修復物をいい、

光学印象により模型を製作しない場合は算定できない。

注⑤ 小臼歯のＣＡＤＩｎは、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅰ）を用いた場合は

938点を、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅱ）を用いた場合は931点算定する。

なお、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料(Ⅲ)を用いることもできるが、点数はＣＡＤ／

ＣＡＭ冠用材料(Ⅰ)またはＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料(Ⅱ)の材料料で算定する。

〇ＣＡＤＩｎの点数

注⑥ ＣＡＤＩｎを装着した場合は、装着料45点および装着材料料を算定す

る。

歯質に対する接着性を向上させることを目的に、アルミナ・サンドブラスト

処理及びシランカップリング処理などを行った場合は、装着料45点に対し

て内面処理加算１・45点を加算できる。

注⑦ 大臼歯のＣＡＤＩｎは、歯科用金属アレルギーでない患者においては、

上下顎両側の７番が４本とも残存し左右の咬合支持がある者に対し、過度

な咬合圧が加わらない場合で６番のみが対象となる。ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材

料は（Ⅲ）を用い、1,100点（750点＋350点）を算定する。

本症例とは異なるが、歯科用金属アレルギーである患者において、医科

の保険医療機関または医科歯科併設の医療機関の医師と連携し、診療情

報提供（診療情報提供料の様式に準ずるもの）に基づいて製作する場合

は、すべての大臼歯（６～８番）が対象となる。

注⑧ ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）を用いた場合は、製品に付属している

使用した材料の名称及びロット番号等を記載した文書（シールなど）を保存

して管理する（カルテに貼付するなど）。

＊実態に即してご請求ください＊

支台歯 使用ブロック 点数（技術料と材料料）

小臼歯
Ⅰ 技術料750点＋材料料188点

Ⅱ 技術料750点＋材料料181点

大臼歯 Ⅲ 技術料750点＋材料料350点

（９） 第６２６号 ２０２２年（令和４年）５月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　

歯
科
診
療
報
酬
は
抑
制
続
き

　

薬
価
差
も
享
受
で
き
ず
前
途
多
難

　
今
後
、
診
療
報
酬
の
大
幅
な

ア
ッ
プ
を
期
待
し
た
い
が
、
実

現
的
に
は
前
途
多
難
だ
ろ

う
。
日
本
は
少
子
高
齢
化
と
い

う
長
期
の
構
造
問
題
を
抱
え
て

お
り
、
医
療
費
増
加
は
今
後
も

加
速
す
る
。
政
府
は
、
医
療
費

の
増
加
抑
制
に
血
眼
だ
。
そ
の

結
果
が
先
の
診
療
報
酬
ア
ッ
プ

縮
小
だ
。
声
高
に
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
を
叫
ぶ
財
務
省

の
圧
力
を
、
い
つ
ま
で
か
わ
せ

る
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

　
医
科
や
調
剤
薬
局
は
、
診
療

や
治
療
、
調
剤
に
使
う
処
方
薬

な
ど
の
購
入
価
格
を
医
薬
品
卸

会
社
と
の
交
渉
で
引
き
下

げ
、
公
的
価
格（
償
還
価
格
）

と
の
鞘
を
抜
く
薬
価
差
と
い
う

　

中
長
期
で
歯
科
医
師
需
給
緩
和

　

歯
科
訪
問
診
療
な
ど
が
構
造
変
革
促
す

　
前
号
（
第
６
２
５
号
本
紙
）

で
も
触
れ
た
が
、
歯
科
医
師
の

需
給
を
巡
る
見
方
は
、
一
時
あ

っ
た
供
給
過
剰
論
一
色
は
薄
れ

て
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
は
供

給
不
足
に
な
る
（
歯
科
医
師
が

足
り
な
く
な
る
）
と
い
う
デ
ー

タ
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

　

女
性
歯
科
医
師
の
増
加
も

　

今
後
の
構
造
転
換
へ
の
引
き
金
に

大西富士男（おおにし・ふじお）
株式会社東洋経済新報社編集局報
道部記者。1959年生まれ。東京大
学文学部卒。東洋工業（現マツ
ダ）勤務を経て、東洋経済新報社
入社。「週刊東洋経済」等の編集、
ゼネコン、自動車、保険、商社な
ど担当を歴任。2017年からは製薬
・バイオベンチャー・医薬品卸・
薬局をメインに取材する。

　
今
回
は
、
歯
科
医
療
界
全
体
を
「
歯
科
業

界
」
と
い
う
括
り
で
捉
え
、
産
業
的
に
ど
う
見

え
る
か
を
考
え
、
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
歯
科
業
界
を
産
業
的
に
見
た
場
合
、
最
大
の

特
徴
は
、
歯
科
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
診
療
報
酬

と
い
う
公
定
価
格
で
決
め
ら
れ
て
い
る
点
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。

　
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
価
格
引
き
上
げ

と
利
益
増
加
を
狙
え
な
い
こ
と
は
悩
ま
し
い
点

だ
。
そ
れ
で
も
、
十
分
な
公
定
価
格
が
付
け
ば

こ
の
欠
点
も
埋
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
は

ほ
ど
遠
い
。
欧
米
先
進
国
に
比
べ
、
日
本
の
歯

科
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
は
低
水
準
だ
。
公
定

価
格
を
決
め
る
診
療
報
酬
は
、
今
次
改
定
で
は

プ
ラ
ス
０
・
29
％
と
い
う
わ
ず
か
な
上
げ
幅
に

と
ど
ま
っ
た
。
人
件
費
や
パ
ラ
ジ
ウ
ム
価
格
の

高
騰
な
ど
の
コ
ス
ト
上
昇
も
あ
っ
て
、
歯
科
診

療
所
の
収
益
と
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
。

訪問診療や女性医師増が歯科業界に構造転換迫る訪問診療や女性医師増が歯科業界に構造転換迫る
今後の歯科業界が市場として生きる視点で考える

東
洋
経
済
新
報
社

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連 載

第
14
回

利
益
を
ひ
ね
り
出
せ
る
。
し
か

し
歯
科
の
場
合
は
、
コ
ス
ト
全

体
に
占
め
る
医
薬
品
購
入
額
の

比
率
は
小
さ
く
、
医
科
や
調
剤

薬
局
の
よ
う
な
薬
価
差
も
享
受

で
き
な
い
。

　
保
険
点
数
が
頭
打
ち
、
薬
価

差
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
な
い
と

な
れ
ば
、
保
険
診
療
の
外
、
自

費
診
療
に
活
路
を
見
出
す
選
択

肢
は
あ
る
。
実
際
、
こ
の
動
き

も
続
い
て
い
る
が
、
業
界
が
雪

崩
を
打
っ
て
こ
の
市
場
に
向
か

え
ば
、
大
げ
さ
な
言
い
方
に
な

る
が
、
質
の
良
い
歯
科
サ
ー
ビ

ス
を
手
の
届
く
料
金
で
あ
ま
ね

く
国
民
に
提
供
す
る
公
的
医
療

保
険
制
度
の
理
念
に
背
く
こ
と

に
な
る
。

ま
で
行
か
な
く
と
も
、
専
門
家

の
間
で
は
、
現
在
の
歯
科
医
師

過
剰
の
状
態
か
ら
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
は
縮
小
に
向
か
う
と
い
う
見

方
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
歯
科
医
師
年
齢
層
の
最
大
の

山
は
60
歳
代
に
あ
り
、
70
歳
以

上
の
歯
科
医
師
も
増
え
て
い

る
。
こ
の
年
齢
層
の
歯
科
医
師

の
多
く
は
歯
科
医
師
一
人
で
切

り
盛
り
す
る
歯
科
診
療
所
を
経

営
し
て
い
る
が
、
あ
と
10
年
も

す
る
と
高
齢
等
が
原
因
で
引
退

す
る
。
10
年
以
上
続
く
事
実
上

の
参
入
規
制
（
歯
科
医
師
国
家

試
験
合
格
者
を
２
０
０
０
人
前

後
に
抑
え
る
施
策
）
に
よ
り
、

新
規
参
入
も
抑
え
ら
れ
て
き

た
。
人
口
減
少
に
伴
う
需
要
減

が
あ
る
と
し
て
も
、
供
給
減
も

大
き
く
な
る
た
め
、
歯
科
医
師

の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
縮
小
す
る

と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
見
通
し

の
通
り
に
な
れ
ば
、
現
在
起
き

て
い
る
歯
科
診
療
所
過
多
に
よ

る
顧
客
（
患
者
）
の
獲
得
競
争

が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
い
。
暗
い
将
来

性
ば
か
り
が
一
人
歩
き
す
る
歯

科
業
界
に
あ
っ
て
、
こ
の
点

は
、
特
に
こ
れ
か
ら
歯
科
医
師

に
な
る
若
い
世
代
に
は
朗
報
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
歯
科
業
界
に
と
っ
て
は
、
長

期
の
日
本
の
人
口
減
少
が
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
な
る
一
方
で
、
高

齢
化
は
歯
科
サ
ー
ビ
ス
へ
の
潜

在
ニ
ー
ズ
が
高
い
高
齢
者
が
増

え
る
点
で
は
プ
ラ
ス
だ
。　

　
歯
科
業
界
全
体
、
歯
科
診
療

所
経
営
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の

膨
大
で
成
長
す
る
潜
在
市
場
を

ど
う
取
り
込
む
の
か
は
重
要
課

題
だ
。70歳

代
も
半
ば
に
な
る

と
、
歯
科
外
来
受
診
が
顕
著
に

減
る
。
こ
の
人
た
ち
の
需
要
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
介

護
施
設
や
自
宅
で
生
活
す
る
要

介
護
世
代
に
な
り
、
在
宅
で
の

歯
科
訪
問
診
療
を
受
け
た
い

が
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て

も
ら
え
な
い
の
が
実
態
だ
。
厚

労
省
の
資
料
で
は
、
要
介
護
者

の
９
割
が
歯
科
治
療
な
ど
を
必

要
と
す
る
の
に
、
実
際
に
治
療

を
受
け
た
の
は
27
％
だ
と
い

う
。
要
介
護
者
は
現
在
６
８
０

万
人
だ
か
ら
、
単
純
計
算
で
４

４
６
万
人
の
潜
在
需
要
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　
こ
の
在
宅
へ
の
歯
科
訪
問
診

療
を
担
う
在
宅
療
養
支
援
歯
科

診
療
所
（
歯
援
診
）
の
数
は
、

２
０
２
０
年
度
に
８
３
６
７
施

設
と
、
前
年
度
の
１
万
１
３
６

１
施
設
か
ら
初
め
て
減
少
に
転

じ
た
。

　
歯
科
訪
問
診
療
の
市
場
規
模

は
、
潜
在
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
の

割
に
は
緩
や
か
だ
。
問
題
は
供

給
面
に
あ
り
、
歯
科
医
師
が
歯

科
訪
問
診
療
に
二
の
足
を
踏
ん

で
い
る
の
が
実
態
だ
。
厚
労
省

の
２
０
１
８
年
度
調
査
で

は
、
歯
科
訪
問
診
療
を
実
施
し

な
い
理
由
の
ト
ッ
プ
に
、
人
手

不
足
な
ど
が
挙
が
る
。

　
こ
こ
に
は
、
歯
科
業
界
が
抱

え
る
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
歯
科
医
師
が
１
人

と
い
う
個
人
経
営
の
診
療
所
が

大
半
を
占
め
る
業
界
の
構
造
問

題
だ
。
こ
う
し
た
診
療
所
で

は
、
拡
大
す
る
歯
科
訪
問
診
療

ニ
ー
ズ
を
取
り
込
も
う
と
し
て

も
、
現
在
の
医
業
収
益
の
柱
で

あ
る
外
来
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
そ
れ
が
ジ
レ
ン
マ

と
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

　
女
性
の
歯
科
医
師
の
増
加

も
、
歯
科
業
界
に
構
造
変
化
を

促
す
か
も
し
れ
な
い
。

　
歯
科
医
師
国
試
合
格
者
で

は
、
す
で
に
女
性
比
率
が
45
％

を
突
破
し
た
（
下
表
）。
一
定

期
間
は
出
産
・
子
育
て
に
時
間

を
取
ら
れ
る
女
性
歯
科
医
師
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
す
れ

ば
、
週
５
日
、
１
日
８
時
間
の

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
は
な

く
、
週
２
日
や
１
日
の
う
ち
で

都
合
の
良
い
時
間
帯
の
シ
フ
ト

勤
務
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
。

　
現
在
の
歯
科
業
界
構
造
は
、

一
人
の
歯
科
医
師
だ
け
に
頼
る

個
人
歯
科
診
療
所
が
主
体
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
女
性
歯
科
医

師
の
積
極
的
な
市
場
参
加
に
は

対
応
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
サ
ー
ビ
ス
業
の
性
格
を

持
ち
、
個
人
経
営
が
多
い
点
で

も
歯
科
業
界
に
類
似
性
を
持
つ

弁
護
士
事
務
所
や
保
険
代
理
店

で
も
、
一
人
経
営
か
ら
合
併
・

集
約
・
大
規
模
化
の
動
き
が
出

て
い
る
。

法
曹
界
等
で
の
合
併
・

　

集
約
・
大
規
模
化
に
注
意

　
た
と
え
業
種
が
違
い
、
そ
の

原
因
は
異
な
る
に
し
て
も
、
市

場
飽
和
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
い

市
場
競
争
が
激
化
し
経
営
合
理

化
が
背
中
を
押
し
て
い
る
点
で

は
、
歯
科
業
界
と
も
共
通
点
を

持
っ
て
い
る
。

　
歯
科
業
界
に
も
同
じ
波
が
押

し
寄
せ
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
将
来
を
に
ら
み
、
今

か
ら
構
造
転
換
へ
の
議
論
を
進

め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。協

会
活
動
日
誌  

２
０
２
２
年
４
月

  1 　金　第1回総務会議
  5 　火　第1回広報・ホーム
　　　　 ページ部会
  6 　水　第1回経営管理部会
  7 　木　第2回 ｢保険でよい歯　　
　　　　 を｣東京連絡会世話人会
  8 　金　第1回財政部会
 11　月　第1回地域医療部会
 12　火　第1回共済部会
 13　水　第1回医事相談部会、
　　　　 休保審査会（医科）
 14　木　第1回（暫定）理事会 

 19　火　第1回社保・学術部会
 20　水　第3回新点数説明会 
 21　木　第１回政策委員会、
　　　　 国会要請行動、
　　　　 監事打合せ、
　　　　 会員無料相談デー
 23　土　休保審査会（全国）
 25　月　第2回財政部会
 26　火　第4回新点数説明会
 27　水　第1回組織部会
 28　木　第2回（暫定）理事会

年 回数 合格者数 女性合格者数 女性合格率

2018 110 2,039 877 43.0％
2019 112 2,059 876 42.5％
2020 113 2,107 892 42.3％
2021 114 2,123 945 44.5％
2022 115 1,969 904 45.9％

　直近5年間の歯科医師国家試験合格者数と女性合格者数・率

（１０）第６２６号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２２年（令和４年）５月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

◆
２
０
２
２
年
度

　

第
１
回
（
暫
定
）理
事
会

　
４
月
14
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
〜
９
時
50
分
。会
長
、副

会
長
４
名
、理
事
16
名
、監
事

２
名
、事
務
局
14
名
の
出

席
。

【
診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
】

①
改
定
内
容
（
略
称
通
知
、

記
載
要
領
通
知
、給
付
調
整

通
知
、疑
義
解
釈
：そ
の
１
、

そ
の
３
）、②
歯
初
診
の
研
修

に
つ
い
て
、③
新
点
数
説
明

会
の
参
加
状
況
、視
聴
数
、冊

子
販
売
数
、④
金
パ
ラ
の
高

騰
に
よ
り
５
月
に
緊
急
改
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
中
医
協

で
決
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
を
確
認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
①
４

・
21
国
会
行
動
、75
歳
以
上

の
２
割
化
反
対
署
名
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
協
議
、冊
子

「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
」

の
送
付
時
に
署
名
を
同
封
す

る
こ
と
を
確
認
。②
歯
初
診

の
研
修
会
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
と
課
題
に
つ
い

て
協
議
。③
５
月
に
実
施
さ

れ
る
新
規
個
別
指
導
の
通
知

が
届
い
た
と
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、そ
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
。④
「
新
点
数
説
明
会
」

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

報
告
を
確
認
。⑤
「
都
立
・

公
社
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
の
撤
回
を
求
め
る
」抗
議

文
を
都
知
事
、都
議
会
各
会

派
へ
送
付
す
る
こ
と
を
確

認
。⑥
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
演
題
募
集
と
「
全
国
共

同
調
査
」へ
の
協
力
の
提
案

を
協
議
。⑦
「
保
団
連
情
報

サ
ー
ビ
ス
」普
及
に
向
け
た

広
報
等
の
協
力
に
つ
い
て
の

提
案
を
協
議
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

６

月
19
日
㈰
開
催
の
第
50
回
定

期
総
会
に
向
け
、議
案
の
検

討
、記
念
講
演
の
演
題
を
確

定
し
た
。

【
組
織
の
現
勢
】　

４
月
１

日
付
会
員
数
５
９
１
３
名

2022年度
第1回(暫定)
理 事 会

2019年3月18日、厚生労働省2階大講
堂での第112回歯科医師国家試験合格
発表。翌年以降は、コロナ禍により大
講堂での発表は行われなくなった

（
入
会
21
名
、退
会
20
名
）。



（ 1 1） 第６２６号 ２０２２年（令和４年）５月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

４
月
21
日
、
協
会
は
高
騰
が

続
く
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の

原
価
割
れ
解
消
、
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
窓
口
２
割

負
担
の
中
止
を
求
め
国
会
要
請

行
動
を
行
い
、
森
元
主
税
理
事

が
参
加
し
た
。
自
民
党
の
衆
議

院
議
員
で
総
務
大
臣
政
務
官
を

務
め
る
渡
辺
孝
一
氏
、
立
憲
民

主
党
衆
議
院
議
員
の
伊
藤
俊
輔

氏
ら
と
の
懇
談
が
実
現
。
今
次

診
療
報
酬
改
定
内
容
を
含

め
、
歯
科
医
療
機
関
の
現
状
を

訴
え
た
。
そ
の
中
で
、
歯
科
医

師
で
も
あ
る
渡
辺
氏
は
、「
金

パ
ラ
問
題
も
重
要
だ
が
、
最
終

的
に
は
医
科
と
歯
科
の
格
差
を

な
く
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

◆
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
署
名

伊
藤
議
員
に
託
す

当
会
の
会
員
か
ら
４
月
中
旬

ま
で
に
集
ま
っ
た
「
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

４４
・・
2121
国
会
要
請
行
動

国
会
要
請
行
動

渡
辺
・
伊
藤
両
衆
院
議
員
と
懇
談
実
現

―
金
パ
ラ
原
価
割
れ
解
消
も
強
く
訴
え
る

止
を
求
め
る
請
願
署
名
」
約
１

２
０
０
筆
に
つ
い
て
は
、
伊
藤

氏
に
託
し
た
。
同
氏
か
ら
は

「
今
、
負
担
増
が
重
な
っ
て
い

る
。
負
担
増
中
止
に
つ
い
て
精

一
杯
、
働
き
か
け
を
し
て
い

く
」
と
の
力
強
い
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
。

同
日
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
（
以
下
、「
保
団
連
」）

は
、
ア
ピ
ー
ル
集
会
「『
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割

化
』
中
止
を
！
」
を
開
き
、
衆

参
両
院
の
国
会
議
員
も
４
名
が

挨
拶
に
立
っ
た
。

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
生
活
が
困

窮
を
極
め
る
状
況
の
中
、
患
者

負
担
増
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
」
と
強
調
。
全
国
で
集
め
た

約
７
万
筆
の
請
願
署
名
を
国
会

議
員
に
提
出
し
た
。

75歳以上の窓口負担

２割化中止署名

５月27日までにご送付を

協
会
で
は
、

全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
の
会

員
（
合
計
約
10

万
名
）
の
医
師

・
歯
科
医
師
と

と
も
に
、「
75

歳
以
上
の
医
療

費
窓
口
負
担
２

割
化
」
中
止
を

求
め
る
署
名
を

今
年
３
月
か
ら

行
っ
て
お
り
、

す
で
に
多
く
の

先
生
方
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
１
２
０
０
筆
を
超
え
る
署

名
が
協
会
に
届
い
た
。
な
お
、

集
ま
っ
た
署
名
は
４
月
21
日
に

国
会
議
員
に
提
出
し
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
声
が
集
ま
る

こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
声
・
大

き
な
力
と
な
る
。
協
会
も
坪
田

有
史
会
長
を
筆
頭
に
、
協
会
全

体
で
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
活
動
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
会
員
の
先
生
に
向

け
て
、
5
月
13

日
頃
に
届
け
る

「
歯
科
保
険
診

療
の
研
究
」
に

お
い
て
改
め
て

署
名
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
同

封
す
る
。
５
月

27
日
ま
で
に
署

名
用
紙
を
投
函

い
た
だ
き
た
い
。

協会全体で署名に取り組んでいます／協会全体で署名に取り組んでいます／坪田有史会長坪田有史会長

協会ホームページ

集まった署名を集まった署名を伊藤俊輔議員 （写真右） に伊藤俊輔議員 （写真右） に渡した渡した

「月刊保団連」閲覧・診療の情報収集に

「保団連情報サービス」
　全国保険医団体連合会は、中医協や診療報酬改定の情報
などを発信する「保団連情報サービス」を提供している。「月
刊保団連」や「全国保険医新聞」の閲覧ができるほか、診
療報酬やコロナ対策に関する情報収集にも有効なサービスと
なっている。
　東京歯科保険
医協会の会員も
登録可能である
ため、ぜひご利
用を検討いただ
きたい。
　なお、本サー
ビスのご案内を
「月刊保団連」
５月号に同封し
ている。 
　ご登録は下記
QRコードから▼

（左から）（左から） 渡辺孝一渡辺孝一議員、 森元主税理事が懇談議員、 森元主税理事が懇談

な
お
、
今
回
、
要
請
を
行
っ

た
の
は
、
以
下
の
各
氏
（
順
不

同
、
敬
称
略
）。

◆
衆
議
院

・
自
民
党
　
渡
辺
孝
一
、

若
宮
健
嗣

・
立
民
党
　
伊
藤
俊
輔

・
共
産
党
　
宮
本
徹

◆
参
議
院

・
立
民
党
　
川
田
龍
平
、

牧
山
ひ
ろ
え

・
共
産
党
　
吉
良
よ
し
子

診療に関する情報収集、機関紙の閲覧などにご活用ください診療に関する情報収集、機関紙の閲覧などにご活用ください

新点数説明会のオンデマンド配信、最新の歯科ニュースを発信

電子書籍「デンタルブック」
　東京歯科保険医協会では、会員の先生方向けに電子書籍「デンタルブック」を運営して
いる。2022年度診療報酬改定の新点数説明会の様子をオンデマンド配信しているほか、様
々な研究会（講習会）、支援金の申請方法も動画で公開している。また、独自の情報をメー
ル配信するなど、最新の歯科ニュースを入手できるコンテンツとなっている。
　ご登録は右下のQRコードから可能。お問い合わせは協会（03-3205-2999）まで。

新点数説明会オンデマンド配信より

ご
登
録
は
コ
チ
ラ
▼
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３
月
末
の
あ
る
日
に
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
。

会
員
の
先
生
方
は
、
今
回
の

歯
科
診
療
報
酬
改
定
を
ど
の
よ

う
に
お
感
じ
で
あ
ろ
う
か
？
コ

ロ
ナ
禍
で
政
府
の
財
政
が
厳
し

い
状
況
下
で
の
改
定
で
あ
る
こ

と
は
承
知
の
上
で
は
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て
き
た
の

に
、
今
次
改
定
で
は
皆
さ
ん
は

と
て
も
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
次
改
定
で
は
、
歯
科
の
改

定
率
は
わ
ず
か
プ
ラ
ス
０
・
29

％
、
金
額
に
し
て
約
87
億
と
い

う
極
わ
ず
か
な
予
算
で
の
改
定

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
策
誘
導

も
至
る
所
に
垣
間
見
れ
る
改
定

で
あ
る
。
感
染
対
策
の
た
め
に

基
本
診
療
料
に
施
設
基
準
が
付

く
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い
条

件
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も

新
興
感
染
症
を
含
ん
だ
研
修
内

容
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
施

設
基
準
も
変
更
に
な
っ
て
い

る
。
歯
科
診
療
は
、
患
者
さ
ん

と
至
近
距
離
で
接
し
て
行
わ
れ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
歯

科
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
を

抑
え
て
き
た
実
績
が
あ
る
に
も

係
わ
ら
ず
、
施
設
基
準
が
撤
廃

さ
れ
な
い
こ
と
も
、
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
わ
ず
か
な
基
本
診
療

料
で
頑
張
っ
て
来
た
こ
と
が
、

も
っ
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

感
染
対
策
に
は
お
金
と
時
間

が
か
か
る
。
わ
ず
か
３
点
の
引

き
上
げ
で
は
、
新
興
感
染
症
に

対
す
る
研
修
を
加
え
た
と
し
て

も
、
感
染
対
策
に
努
力
を
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
に
安
心
し

て
歯
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
国
民
に
対
す
る
歯
科
医

療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
、
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

も
う
一
つ
。
い
わ
ゆ
る
〝
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
〞
の
導
入

に
も
保
険
点
数
が
付
け
ら
れ

た
。
こ
れ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
を
実
施
す
る
医
療
機
関

を
増
や
す
促
進
策
と
し
て
の
政

策
誘
導
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
皆
さ

ん
も
一
国
民
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
考
え
を
お
持
ち
で
あ
る
と
思

う
が
、
健
康
保
険
証
と
の
紐
付

け
を
促
す
役
目
を
医
療
機
関
に

持
た
せ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ

る
。
し
か
も
、
薬
剤
情
報
や
特

定
健
診
情
報
の
取
得
が
出
来
れ

ば
点
数
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

患
者
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
医
療
機
関
を
受
診

し
治
療
し
た
結
果
、
自
己
負
担

が
増
え
る
の
で
あ
れ
ば
患
者
さ

ん
も
国
民
も
納
得
す
る
と
思
う

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受

診
の
こ
と
を
納
得
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

国
の
予
算
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
時
限
的
な
点
数
の
貼
り
付

け
と
い
う
事
情
も
あ
る
と
は
思

う
が
、
ど
う
も
納
得
い
く
も
の

に
な
っ
て
い
な
い
。

今
次
改
定
で
評
価
す
べ
き
点

も
あ
る
が
、
寂
し
い
改
定
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

今年度改定のご評価は？今年度改定のご評価は？

機
関
紙
4
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

 

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
11９11９121121

◆
診
療
報
酬
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
４
月
か
ら
の
算
定
で

困
っ
て
い
る
部
分
な
ど
は
あ

り
ま
す
か
。

・
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
流
れ
が
未
だ
に
わ

か
ら
な
い
で
す
。（
他
３
名
）

・
複
雑
な
部
分
が
あ
り
、
わ
か

ら
な
い
。（
他
２
名
）

・
患
者
の
窓
口
負
担
金
増
加
。

・
Ｐ
基
処
が
な
く
な
り
、
意
外

に
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

・
色
々
と
変
わ
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
勤
務
医
に
教

え
る
の
が
大
変
。

・
相
変
わ
ら
ず
初
・
再
診
料
以

外
は
、
頭
が
つ
い
て
行
き
ま

せ
ん
。

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

の
説
明
を
す
る
の
が
大
変
。

取
れ
や
す
い
、
す
り
減
り
や

す
い
、
二
次
カ
リ
エ
ス
に
な

り
や
す
い
、
色
は
白
で
も
天

然
歯
の
部
分
と
適
合
は
し
な

い
、
値
段
も
高
く
な
る
…
な

ど
と
説
明
し
た
ら
、
患
者
さ

ん
か
ら
「
そ
れ
で
や
り
た
い

人
は
い
ま
す
か
？
」
と
問
わ

れ
た
。
そ
れ
以
来
、
説
明
を

す
る
気
持
ち
が
萎
え
た
。

・（
基
本
的
に
）
７
番
歯
へ
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
応

が
な
い
こ
と
と
、
ブ
リ
ッ
ジ

の
金
パ
ラ
以
外
の
選
択
肢
が

な
い
こ
と
。
チ
タ
ン
な
ん
て

あ
ま
り
に
硬
く
て
咬
合
調
整

は
極
め
て
困
難
だ
か
ら
、
そ

ん
な
気
軽
に
は
使
え
ま
せ

ん
。

・
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
困
っ
て
い
な

い
が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ

ン
レ
ー
を
や
る
と
き
に
ど
う

算
定
す
れ
ば
い
い
か
よ
く
わ

か
っ
て
な
い
、
不
安
で
す
。

・
今
回
の
パ
ラ
の
改
定
で
は
不

十
分
で
す
。

・
咬
調
に
つ
い
て
。

・
物
価
が
上
が
っ
て
お
り
、
特

に
電
気
料
金
が
高
く
な
り
、

困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
技
工

所
も
技
工
料
金
を
上
げ
て
き

て
さ
ら
に
困
窮
。

・
パ
ラ
の
Ｆ
Ｍ
Ｃ
を
や
め
て
、

今
月
か
ら
初
め
て
チ
タ
ン
ク

ラ
ウ
ン
を
始
め
て
み
ま
し

た
。
除
去
の
難
点
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
導
入
し
て

み
ま
し
た
。

◆
６
面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
前
厚

生
労
働
省
医
政
局
歯
科
保
健

課
長
・
田
口
円
裕
氏
）
に
つ

い
て
ご
感
想
を
。
ま
た
今

後
、
読
み
た
い
話
題
、
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
話
題
、
企
画

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

・
歯
科
界
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
継
続
し
て
貢
献
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

・
診
療
報
酬
改
定
に
対
す
る
行

政
の
方
の
考
え
方
が
、
少
し

わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

・
保
険
診
療
が
予
防
に
軸
足
を

置
く
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
な

と
思
い
ま
す
。

・
初
・
再
診
料
を
各
１
点
ず
つ

上
げ
る
の
は
40
億
も
か
か
る

と
想
像
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
で
す
。

・
点
数
を
上
げ
る
の
に
は
、
大

変
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。
歯

科
の
財
源
が
増
え
れ
ば
良
い

と
思
っ
た
が
厳
し
い
よ
う
で

す
ね
。

・
恩
師
の
言
葉
の
「
現
状
維
持

は
後
退
と
同
じ
だ
か
ら
前
進

し
な
さ
い
」
と
い
う
の
は
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
常
に

2022年度診療報酬改定が行われ、４月１日から新たな点数、改変された算定要件など
に基づく保険診療が、国民に提供されています。歯科診療は、国民の口腔機能を守り、
健康寿命の延伸に寄与し、その結果により国民医療費の削減に寄与しています。特に歯
冠修復は、健全な咬合ならびに咀嚼・嚥下のためのベースとなり、歯科診療の中で重要
です。その視点を背景にした本書は、巻頭に「Ⅰ．国民皆保険制度下における歯冠修復
を語る 保険診療の充実は国民のために！」をテーマに、本会の坪田有史会長を含めた
編著者によって行われた座談会の模様を掲載しています。さらに「Ⅱ．これからの歯冠
修復を考える」「Ⅲ．保険診療・診療報酬考」「Ⅳ．保険診療と歯科技工」の項目に
より、保険診療による歯冠修復について、現時点での問題点、そして金パラの
代替材料、デジタル技術など、将来の展望を含め、歯科保険医にとって知って
おくべき内容が豊富に紹介されています。全体を通して、国民のために保険
診療を充実させるためには、今後、いかなる戦略が必要かを示されていると
感じました。現在の保険診療における歯冠修復の様々な問題から、歯科の将来
を考える上でぜひ参考にしていただきたい本といえます。　　（書評／早坂美都）

前
進
す
る
の
は
大
変
だ
か

ら
。

（
他
１
名
）

◆
最
近
気
に
な
る
こ
と
を
。

・
や
は
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

つ
い
て
。
早
く
終
わ
っ
て
欲

し
い
。

（
他
１
名
）

・
コ
ロ
ナ
の
先
行
き
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
終

息
し
て
欲
し
い
。（
他
２
名
）

・
コ
ロ
ナ
の
治
験
薬
。

・
近
隣
に
歯
科
医
院
が
増
え
す

ぎ
て
い
る
こ
と
。（
他
１
名
）

・
保
険
義
歯
の
金
属
が
大
幅
に

値
上
が
り
し
、
歯
科
技
工
所

か
ら
の
値
上
げ
通
知
に
困
っ

て
い
ま
す
。

・
歯
科
用
金
パ
ラ
の
異
常
な
値

上
が
り
で
す
。
補
綴
材
料
の

価
格
や
技
工
代
金
、
材
料
費

を
平
均
値
で
計
算
し
た
利
益

率
を
知
り
た
い
。

・
パ
ラ
価
格
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
イ
ン
レ
ー
の
予
後
。

・
患
者
さ
ん
が
若
干
の
認
知
症

で
は
な
い
か
と
い
う
言
動
を

さ
れ
た
時
の
対
応
。

現
場
の
声
で

現
場
の
声
で 

５
月
に
緊
急
改
定

５
月
に
緊
急
改
定

７
月
随
時
改
定
を
待
た
ず
に
引
き
上
げ
を

厚
生
労
働
省
は
、
４
月
13
日

の
中
医
協
総
会
で
、
歯
科
用
貴

金
属
の
基
準
材
料
価
格
の
緊
急

的
な
対
応
と
し
て
、
７
月
随
時

改
定
を
待
た
ず
に
５
月
に
緊
急

的
な
改
定
を
行
う
こ
と
を
提
起

し
た
。
提
案
に
よ
る
と
、
今
年

１
〜
３
月
の
平
均
素
材
価
格
を

用
い
て
５
月
に
随
時
改
定
を
行

い
、
そ
の
後
４
月
の
平
均
素
材

価
格
を
用
い
て
７
月
の
随
時
改

定
を
行
う
（
図
参
照
）。

林
正
純
委
員
（
日
本
歯
科
医

師
会
常
務
理
事
）は
、ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
な
ど
歯
科
用
貴
金
属
が

過
去
に
例
を
み
な
い
急
騰
と
な

っ
て
い
る
と
し
、
７
月
の
随
時

改
定
を
待
た
ず
に
何
ら
か
の
対

応
を
求
め
る
声
が
現
場
に
多
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
厚
労
省
の

提
案
に
は
賛
同
す
る
と
し
た
。

一
方
で
、松
本
真
人
委
員
（
健

康
保
険
組
合
連
合
会
理
事
）
な

ど
支
払
い
側
委
員
か
ら
は
、
２

０
２
２
年
度
改
定
で
変
動
幅
に

か
か
わ
ら
ず
年
４
回
の
随
時
改

定
す
る
よ
う
に
改
め
た
こ
と
か

ら
、
今
回
の
緊
急
対
応
の
提
案

に
は
難
色
を
示
し
た
。
ま
た
、

間
宮
清
委
員
（
支
払
側
・
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
「
患
者
本

位
の
医
療
を
確
立
す
る
連
絡

会
」
委
員
）
か
ら
は
、
代
替
材

料
と
し
て
セ
ラ
ミ
ッ
ク
や
ジ
ル

コ
ニ
ア
な
ど
の
保
険
適
用
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
述
べ
た
。

厚
労
省
側
は
、
１
年
前
に
比

べ
て
も
急
激
な
高
騰
に
な
っ
て

い
る
こ
と
や
対
応
を
求
め
る
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
緊
急
改
定
の
提

案
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
。
代

替
材
料
の
保
険
適
用
は
重
要
な

点
で
あ
り
今
次
改
定
で
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
を
保
険
適

用
し
た
が
、
保
険
収
載
に
つ
い

て
は
有
効
性
・
安
全
性
に
関
す

る
デ
ー
タ
が
重
要
で
、
引
き
続

き
関
連
学
会
や
企
業
な
ど
の
提

案
に
基
づ
き
、
中
医
協
の
場
で

議
論
し
た
い
と
考
え
を
示
し
た
。

５
月
以
降
の
解
消
は

ま
だ
不
透
明

協
会
は
、
理
事
会
声
明
や
３

月
の
新
点
数
説
明
会
の
決
議

で
、
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の

原
価
割
れ
の
解
消
を
求
め
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
れ
を
基
に
、

４
月
21
日
の
国
会
要
請
に
お
い

て
も
国
会
議
員
ら
に
対
応
を
求

め
て
き
た
。
今
回
の
緊
急
改
定

は
現
場
の
声
が
一
部
反
映
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
依
然
と
し

て
素
材
価
格
は
値
上
が
り
の
傾

向
を
示
し
て
お
り
、
５
月
以
降

解
消
さ
れ
る
か
は
不
透
明
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
必
要
な
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

中央社会保険医療協議会 総会（第519回）資料より

２０ ２ ２年　診療報酬改定関連書籍

日本歯科評論 別冊「保険診療と歯冠修復」

５月初旬
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